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議長（松浦隆起君）

それでは改めましておはようございます。

ただいまの出席議員数は 13 人です。

定刻になりました。定足数に達していますので、直ちに本日の会

議を開きます。

なお、本日午前中、橋元陽一議員から欠席の届け出が出ておりま

す。

本日の日程はお手元に配付のとおりです。

日程第 1、昨日に引き続き一般質問を行います。

１番、齋藤光君の発言を許します。

１番（齋藤光君）

おはようございます。１番議員、齋藤光です。

通告に従いまして一般質問をさせていただきます。よろしくお願

いいたします。今回の質問は順番を入れ替えての質問をさせていた

だきますので、ご了承のほどよろしくお願いいたします。

まず１点目の質問は、今後の観光振興についてお伺いいたします。

昨日下川議員のご質問にもありましたが、９月末にＮＨＫの連続

テレビ小説らんまんの放送が終了しました。少しずつらんまん効果

も薄れている中、いまだ観光の熱は持続し続けている状況だと、先

日の答弁からも見受けられました。瞬間的に観光需要が跳ね上がる

ようなことは、必ずしも観光地にとって良い事だけではありません。

全国他の観光地の例を見ると、どうしても多くの観光客をさばくと

いう視点に陥りがちで、画一的なサービスを団体向けに行うことに

なります。しかしそうなると個人の顧客満足度は上がりにくくなり、

経営上では必要不可欠なリピーターを生み出しにくくなります。

今後の佐川町にとって必要なのは、佐川町の文化に共感してくれ

て、ファンになってくれるリピーターさんを増やすことだと思って

います。そのために様々な体験コンテンツ、ガイドツアー、アクテ

ィビティなどを充実させていく必要がありますが、まずは佐川町に

長く滞在してもらうための宿泊できる施設が必要だと考えておりま

す。私は大規模なホテルなどはイメージしておりません。

佐川町に現在ある資源を有効活用すれば、民泊事業活性化し、観

光産業を生み出していけると考えております。

昨日の答弁でも出てきましたが、佐川町には約千戸の空き家があ

ると推定されています。そのうち 1％でも宿泊施設として活用でき
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れば 10 軒の宿泊施設が誕生することになります。

私は今後の佐川町の観光には宿泊施設の増加が必要不可欠だと考

えていますが、佐川町としてはどうお考えでしょうか。

また、らんまんの放送が終了し、町民の方々からは、佐川町の次

の一手は何なのか。今後はどうしていくのかといった声もあり、関

心のある部分などだと思います。今後の観光振興のビジョンについ

ても同時にお聞きいたします。これは佐川町長にお聞きします。

宿泊施設と宿泊施設の件と観光振興ビジョンの２つについてお答

えお願いします。

町長（ 岡雄司君）

はい、おはようございます。齋藤議員のご質問にお答えをさせて

いただきます。まず宿泊施設についてお答えをさせていただきます。

町内での民泊につきましては、佐川駅周辺の宿泊施設で、今現在

佐川町にあるですね、宿泊施設で約 50 人程度の受け入れが可能とな

っておりますが、県外などから佐川町にこられる観光客の多くは、

高知市内の方で宿泊していると伺っております。

齋藤議員のおっしゃるように民泊につきましては、空き家等も多

く発生しているということもありますが、住民が参画をし、主役と

なる観光振興の可能性、また反対に地域社会の中には不安や警戒心

を持った、思っておられる住民も少なからずおられると思いますの

で、事業のあり方などなどにも含めてですね、今後しっかりと検討

して参りたいと考えておりますし、齋藤議員の方にも民泊をやって

みたいという方がおられましたら、町として補助できる範囲で支援

していきたいと思いますので、ぜひご協力をいただければと思って

おります。

そして今後の観光のビジョンについてですが、らんまんの放送開

始以来ですね、今年の４月から 11 月末まで、上町周辺の数字になり

ますが、約 14 万７千人の観光客の方が訪れております。

らんまん放送終了後の 10 月、11 月につきましても引き続き多く

の観光客の方が佐川にこられております。齋藤議員もご存知と思い

ますが、四銀横の駐車場には大型バスが３台ぐらい止まってる時も

ありまして、本当に多くの観光客の方がこられております。今後に

おきましては、今週末の 12 月 16 日の土曜日から、牧野博士ゆかり

の地であります佐川町と越知町を周遊させる缶バッジ、缶バッジラ

リーを越知町と連携して行うようにしております。
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また１月からは、らんまん放送終了後初めてのバイカオウレンの

時期となりますので、牧野公園をはじめ加茂地区西山地区のバイカ

オウレンの群生地を巡るツアーも準備を進めているところでござい

ます。

またこの他にもですね、司牡丹酒造株式会社の焼酎蔵の保存活用

につきましても計画を進めているところでございますので、上町周

辺とまきのさんの道の駅佐川や佐川おもちゃ美術館など、周遊も促

し佐川町に少しでも長く滞在していただけるような取り組みを進め

て参りたいと考えております。

そして何よりですね、やなせたかしさんをモデルとしたＮＨＫ朝

ドラ「あんぱん」が 2025 年春放送が決定しておりますので、今後は

県や関係市町村ともしっかりと連携して、らんまんと同じく取り組

んでいきまして、多くの皆様に来町していただき、長い時間滞在し

ていけるような観光振興等の発展につなげていきたいと考えており

ますのでよろしくお願いします。

１番（齋藤光君）

ありがとうございます。今町長から様々な関係各所との連携、特

にあんぱんとの連携、あんぱんのドラマとの連携や、缶バッジラリ

ーなど、そしてバイカオウレンの時期が来る、色々な状況を説明し

ていただきました。

改めてお考えを確認した次第ですが、佐川町には美しい自然と深

い教養、歴史に裏付けられた文化の価値、そして何よりその文化が

根づいた佐川町民には、素晴らしいパワーがあると感じております。

私はそれらに引き寄せられた結果、佐川町に移住し定住に至ったの

だと思っております。佐川町には魅力があります。しかしまだまだ

磨き上げられていない魅力もあると感じております。

高付加価値のある観光産業を作り上げていくことで、佐川町の経

済的な豊かさも地域に対する愛情や信頼もさらに磨きがかかってく

ると考えています。佐川町の事例ではないのですが、世界最大の旅

行情報サイト「トリップアドバイザー」というウェブサービスがあ

ります。このサイトは会員数５億人弱という大規模な情報サイトで

す。その中でも高知のガイドツアーはまだまだ登録が少ないのです

が、人気のツアーが高知城からひろめ市場、そして牧野植物園への

ご案内のツアーです。ツアー料金は１名あたり２万円から４万円。

平均的にファミリーで利用される方が多いようです。
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歴史を解説するツアーなどは１人当たり４万円以上で高い価値を

感じる方がいることが見受けられます。口コミの数もしっかりつい

ていることから、これらのツアーが実際に需要があることもわかり

ます。１回のツアーガイドの料金は平均で７万円から８万円ほどだ

とサイト上から読み取れます。これは月に５回ほどガイドをすれば、

まとまった収入になる金額だと私は思っています。

2023 年、今年の訪日外国人数は推定値で 2,110 万人となっており、

コロナ前の 2019 年と比べると６割ほどになる見通しです。一方で高

知県に対しての訪日外国人は 2019 年で約６万人。全国最下位となっ

ております。しかしこれは一方で伸びしろがあるということでもあ

ります。佐川町でもマーケティングを重ね、ＰＲをしていく価値が

あると私は思っております。ぜひ今後の大きな柱の一つとして、長

期的な目線を持った観光地への整備も有効だと考えていますが、佐

川町長いかがでしょうか。お考えをお聞かせください。

町長（ 岡雄司君）

はい、お答えさせていただきます。今後の観光のビジョンという

ことですが、高知県の方もですね、関西戦略ということで、大阪の

方にアンテナショップとかも作ることとなっておりまして、そこに

おいてですね、佐川町もＰＲ、全国に向けてＰＲをしたいと。

また色々齋藤議員の言った、使ってですね、海外外国の方にも発

信していければと思っておりますが、なかなかすぐには取りかかれ

ないという部分もありますので、そういった部分でですね、ぜひ佐

川町の自然を生かした観光でありますとか、そういったところにも

力を入れていかなければならないと思っておりますので、また良い

お考えがありましたら、執行部の方にもご提案いただければと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。

１番（齋藤光君）

ありがとうございます。ぜひ関西戦略もそうですがもちろん大事

なのですが、海外に向けての戦略も考えて勿論僕からも提案させて

いただきますので、よろしくお願いいたします。

次に佐川町の情報発信に関してですが、昨日の山本議員のご質問、

答弁と重なる部分もありましたので、少し省略させていただきます。

現在佐川町が町内町外へと情報発信しているのは理解しているつ

もりです。しかしながら、まだまだ情報発信に向けての量と質が足

りていないと感じています。広報を読めば書いてあります。ホーム
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ページを見れば載っています。それで終われば非常にシンプルな話

なのですが、実際には色々な角度から情報発信しないと必要な方に

は届かないのが実情となっております。

私自身も、佐川町の情報発信、特に議会の情報発信はテーマとし

て取り組んでいますが、まだまだ十分とは言えません。自分で質問

しておきながら、耳が痛い話ではあります。

佐川町には更なる情報発信力が必要なことは、今までのお話で理

解していただけてると思います。

そこで質問になりますが、 岡町長はＳＮＳ等にて佐川町の情報

発信や政策の発信などはされているのでしょうか。もしされていな

いのであれば、これを機にスタートしてみてはいかがでしょうか。

情報発信の拠点の一つとして佐川町の大きな力になると思ってお

ります。もし苦手であるということが理由なのであれば、職員さん

は苦手であるということで、仕事を断るということはしないと思い

ますので、佐川町長として、仕事として、ＳＮＳでの情報発信をし

てみてはいかがでしょうか。

町長（ 岡雄司君）

なかなかちょっと痛いところでございますが、仕事として捉えれ

ばやるべきであったとは考えておりますが、なかなか私自身、色々、

スマホで色々使っておりますが、ＳＮＳ、フェイスブックとかでは

ちょっと苦手なところもありまして、またぜひ齋藤議員に教えてい

ただきながらですね、やっていければと思いますが、またなかなか

怖いなという考えを持ってますので、ぜひ教えていただければ、や

っていきたいなと思ってますのでよろしくお願いします。

１番（齋藤光君）

ありがとうございます。これを機に積極的に取り組んでいただけ

ればと思います。もちろん私で分かることであれば、協力させてい

ただきますので、一緒に頑張っていけたらなと思いますので、よろ

しくお願いします。

続いて、学校教育についての質問に移りたいと思います。質問の

本題に入る前に、今回質問しようと思った背景について少しお話を

しようと思います。

今年の８月から高知県内の若手教職員と議員の集いという会に出

席し、現役で学校で働く若手教員の現場の声を聞いて参りました。

教育現場は思った以上に厳しい状況だということが話を聞いていて
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わかってきました。

例えば教職員に対してのアンケートですが、このアンケートは

9,702 名に対して回答終えられたアンケートですが、1 日の平均休憩

時間が小学校の先生で、１日で９分。中学校の先生で 13 分だったと

いう結果でした。そして４割の先生が、１日の休憩時間はゼロ分だ

という回答があり、驚きの結果となりました。

私が実際にお話を聞いた若い先生も、他の学校の先生と会った時

に、トイレってどうやってしてる、どうやって時間作っているとい

うお話をお互いにするということがあると聞きました。生徒と１日

中向き合うということは、こういうことなんだと改めて思い知った

瞬間でもありました。

次に時間外の残業と家に持ち帰っての仕事時間。いわゆる実質残

業時間というアンケートでは、小学校で月 91 時間の時間外勤務。中

学校で 116 時間という結果でした。いわゆる過労死ラインと言われ

るものが、月 80 時間の時間外勤務なので、いかに教育現場がぎりぎ

りの状態かということが数値で読み取ることができるかと思います。

仕事量が膨大で大変ならば、人を増やせばいい。私もそう思いま

すが、それも高知県はできていません。

2023 年度の高知県の教職員の採用は、目標の採用人数に届きませ

んでした。高知県は今年度 130 人の採用目標に対し、約 240 名の内

定を出しました。しかし、147 名が内定を辞退し、今年今年度はそも

そも 30 名近く新しく入ってくる先生が足りない状態で、学校現場は

スタートしています。しかもこんな状況が２年連続で続いておりま

す。新しく入ってきた先生方も、過酷な労働環境のせいもあってか、

夏休みまでに多くの方が病休に入ってしまうそうです。

ここで私がこの議会で伝えたいことは、先生の労働環境は、子供

の学習環境にもつながっているということです。前回の議会で将来

的な人口減人手不足についてお話をしました。それを踏まえると教

職員の人手不足はそう簡単に解決しないと予想しております。少し

長くなってしまいましたが質問の本題に入らせていただきます。

まず余剰時数についてお伺いいたします。ここで言う余剰時数と

は、国の定める標準授業時数を上回る事業数のことです。国が定め

る標準授業時数を超えた事業コマ数である余剰時数ですが、佐川町

ではどうなっているのか、佐川町の学校での現状を教えてください。

よろしくお願いします。
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教育長（濵田陽治君）

齋藤議員からのご質問にお答えをいたします。その前にですね、

少し誤解を解いておかなくてはいけないんですけども、県教育委員

会の名誉のためにもですね、高知県での教員の配置はですね、昨日

の議会でも申し上げましたけども、かなり改善されております。

それと全国的に見ますとですね、子供さんと先生との数の割合で、

教員 1 人に対してどれだけの子供さんの対応してるのかというのを

見るとですね、全国１か２です。北海道と高知県が毎年入れ替わる

かなぐらいで、１人の教員の平均が確か今の記憶ですけども、小中

学校で９人とか 10 人とかいう数です。これ小規模校が多いというこ

ともあります。ですから高知県の教員の数が足らないということは

あまりないです。ただし、なり手が少ないというのは事実はござい

ます。

はい、では本題に入らせていただきます。まず、授業時数につい

て説明をさせていただきます。

標準の授業時数は学習指導要領で示されている各教科等の内容を

指導するに要する時間数を基礎とし、学校運営の実態などの条件も

考慮しながら、年間に小学校一年生で 850 時間二年生で 910 時間、

三年生で 980 時間と、四年生から中学校三年生までで 1,015 時間と

定められております。

各学校においてこの標準を、この授業時数を標準として年度当初

に児童生徒の実態を踏まえつつ、各学校の指導体制に見合った授業

時数を年間に割り振って教育課程を編成するということがあります。

この際配慮事項として、週当たりの授業の時間数が児童生徒の負担

が重くなり過ぎないようにするということがあります。このために

ですね、議員ご質問の余剰、余りというのは概念として学校にはあ

まりないんですね。そういう状態でですねのご説明になります。

ただ、一般に学校では従来から週５日制のもとでできるだけ授業

時数を確保しようとする考えが強く、台風など風水害やインフルエ

ンザ流行による授業できない日の想定も併せて、年度当初に多めに

授業時間割り振っております。

実際に年間を通じて教育課程を運用する際にまた時間を無駄にせ

ずにですね、授業に努めますのでいうことと、新型コロナ感染症の

影響も考えてですね多めに計画をしていたと。

ところが実態はそれほどにもなかったということもあって、去年
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の例を見ますとですね、年度末に計算すると多めに超えて授業をし

ていたという実態はあります。具体的にはですね、佐川小学校と佐

川中学はほぼ上下しますけども数％の範囲で標準の範囲です。

他の小中学校では、一つ事例で複式でですね、三、四年生で一緒

にやっている状況で三年生で 202 時間上回っていたという例があり

ます。これは四年生に同じ時間で授業しちゃったということもあり

ます。大体 100 時間を超えてますかねというのを見た時に、30 学年

町内にあったとして 11 学年でありますので、３分の１が多めに超え

ておったということです。ということですね、実態は以上です。

１番（齋藤光君）

はい、ありがとうございました。先程先生の労働環境のお話をし

ましたが、高知県は大分教員の数には恵まれていて、県教育委員会

にも提言をして、配置をかなり改善しているということおっしゃっ

ていただきました。しかし教育現場は大変な状況なのは変わりがな

いと思っております。

さらに標準授業時数を超えて授業をしている、余りという表現で

はないということをおっしゃってましたが、こうやって授業をして

いるという事実を確認しました。私は授業が増えればその分事業を

準備する時間が必要になってくると思いますが、そうなると当然勤

務時間が延びていくことが想像されます。

こうした先生も忙しくて子供も忙しい状況下で、健全な教育が成

り立つのかという疑問は少し感じておりますが、余剰時数の話に戻

しますが、学校によっては 200 時間を超える学校が、これ複式とい

う理由でということでしたが、これ１日平均で 6.74 時間の授業をし

ているということに計算するとなるんですが、これらの余剰時数に

は、どんな時間が含まれているのでしょうか。そして、どういった

理由で増えているのか。どんな時間が含まれてるというのは、学校

行事や読書ドリルの時間、いわゆる帯時間の補習は余剰時数に含ま

れているのか。少し教えてください。よろしくお願いします。

教育長（濵田陽治君）

これは授業の時間です。その標準を超えた時数何していたのかと

いうことを聞きますとですね、子供さんによって物事の認知の仕方

や理解の仕方には速さとかその過程が違うということがあって、そ

れに合わせるの個別最適化といいますけども、この観点もあってで

すね、定着のための補充的学習や更に先へ進みたい子供たちの発展
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的学習に充てておったというふうに聞いております。以上です。

１番（齋藤光君）

はい、ありがとうございます。標準授業時数を超えた余剰時数で

すが、そもそも設置の目的は災害や流行性疾患による学級閉鎖等の

不測の事態で授業ができない際に対応するために認められている授

業のコマとなっているはずで、学力向上のために設置されているも

のではないと私は解釈しましたが、そして全国には 1 年間標準授業

時数のみで教育課程を編成し、余剰時数がゼロの学校も全国にはあ

るということです。公開されている調査データでも約４割の学校が

標準授業時数で編成されていますが、現在の学校の授業数は子供の

負担にはなっていないのでしょうか。教育長のお考えを聞きたいと

思います。

教育長（濵田陽治君）

はい。実際にですね、それぞれの学校に問い合わせておりますし、

また私もまめに学校へ通っておりますけども、それで子供さんたち

が非常にくたびれているという様子はありません。

それらの学校についてはですね、比較的な成果を上げているとい

う事実はあります。以上です。

１番（齋藤光君）

成果というのは具体的にどういったものでしょうか。

教育長（濵田陽治君）

定量的に測れるものとそうでない部分がありますけども、実際全

国学力学習状況調査の結果においては傾向として高い傾向です。

それと子供さんたちの成長にしてもですね、なかなか厳しい状況

の子供さんでもかなりの成長が得られるというのがありますが、不

登校とかいうことについても極めて少ないということがあります。

以上です。

１番（齋藤光君）

それでは現状、教育長の考えでは、標準授業時数を超えた授業数

を組んだ授業編成の過程は問題ないと感じているのでしょうか。よ

ろしくお願いします。

教育長（濵田陽治君）

はい。教育課程編成の権限は校長にありますけども、標準授業時

数を大幅に超える場合については、今年の８月 28 日の中央教育審議

会と、質の高い教師の確保特別部会というのがありまして、教師を
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取り巻く環境整備について緊急的に取り組む施策と、これ要するに

先生の働き方改革というか観点からの提言ですけども。学校教師が

担う業務の適正化の一層の推進として、標準授業時数を大幅に上回

ったと。これが年間 186 単位以上ということですから、115 からい

くと 71 ぐらいですか。これを超えている学校については見直しを前

提に点検を行うということが提言をされています。これは教育委員

会による指導助言の範囲になると考えます。

それと町内全体でですね、校務のスリム化最適化を進めているこ

とも考えれば、明らかに上回る計画を作るのではなくて標準に近い

範囲で、子供たちの実態に合わせて各校で最適の授業時数を計画す

ることが望ましいと考えております。

そういうことですので、これは業務の適正化ということと、子供

さんたちの負担が重すぎないというこの二つの観点からですね、今

後必要に応じて学校に指導助言をしていきたいなと考えております。

以上です。

１番（齋藤光君）

ありがとうございます。それでは、教員が授業準備する時間が勤

務時間内に確保できる、できているのか。また、教員の残業時間は

どのような実態になっているのか、お答えお願いします。

教育長（濵田陽治君）

時間外労働の実態につきましてはですね、昨日橋元議員のご質問

に対してお答えした通りですので、これ長くなりますので省略をさ

せていただきます。

今持っているシステムの中でですね、その分刻みで何に使ってい

るということまでチェックするものはないんですが、学校に聞き合

わせたところですね、主な内容は、教材研究などの授業の準備に加

え、家庭訪問など生徒指導関係と保護者対応であると。中学校では

これに加え、放課後と休日の部活動指導や試合等への引率が大きく

占めていると。例えば佐川中学校がですね、会場校になると朝の７

時の準備から片付けの６時までということになって、そこですぐ時

間外が積み上がってしまうということがあります。

はい。今年につきましてもですね、多少の差、学校による差はあ

りますけども、時間外勤務が減少する傾向は見えておりません。以

上です。

１番（齋藤光君）
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ありがとうございました。来年度も同等の授業数を計上する予定

なのか、教育長のお考えをお聞かせください。

教育長（濵田陽治君）

これは先程申し上げましたように校長の校務掌理権ということで

すので、私がこうしなさいという規定するものではありません。た

だ学校から上がってきたものに対してですね、指導助言をするとい

うことは当然ありますので、先程の答弁の繰り返しになります。以

上です。

１番（齋藤光君）

はい、ありがとうございます。今までの質問で、学校現場の状況

は教職員の実情等お話していただきましたが、佐川町の教育委員会

としては、今後教職員の働き方改革としてどのような取り組みをし

ていくのか、具体的に教えてください。

教育長（濵田陽治君）

昨日ですね、橋元議員のご質問にお答えした内容と重複しますけ

ども、具体的にということですので、もう一度申し上げる、つまり

重複する部分が出てきますがそれはご容赦いただきたいと思います。

議員ご指摘の通りですね、教員の業務多忙で心理的負担も大きい

という厳しいイメージが全国的に一般化しておりまして、高知県で

も教員のなり手が減少しているという現状があります。具体的には

ちょっと申し上げかねますけども、佐川町も明らかにその影響の中

にあります。また学校によるですね、何て言いますか、風評的なで

すね、ものも当然出ております。

そこで教職員の働き方改革は喫緊の課題であると、こう考えてお

ります。このためにですね、令和元年以来学校業務のスリム化最適

化を施策に位置付けまして、校長会で毎月検討しながら、土曜授業

日を廃止し、各校の運動会や陸上記録会を半日開催するなど、各行

事の精選、部活動のガイドラインの確認等を遵守を徹底するという

ことを進めるとともに、家庭との連絡用にメールの一斉送信「すぐ

ーる」を導入したり、教職員のペーパーレス化、職員会のペーパー

レス化、電子黒板や校務用児童生徒用タブレットの配布、人工知能

型教材未来シート、これをやりますとですね、夜のうちに採点して

くれますので、先生が持ち帰るという労力は減るということです。

などＩＣＴ技術の活用でＩＣＴ支援員や特別支援教育支援員、事務

を中心に教員の業務を支援する校務支援や図書支援員の配置など、
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人員の配置等々可能な限り業務改善に努めております。経験という

かな、体感、肌感覚なんですけども、私がですね採用された若いこ

ろで考えると夢のような、配慮になっております。

さらにですね、制度指導業務や部活動保護者対応に関する辺りの

業務と心理的負担の軽減については、地域保護者の理解と協力を求

める必要があります。

実際にですね、もっと部活動させてくれという陳情に来たりなさ

るんですよね。理解をどう進めるのかということで、就任以来、全

校のＰＴＡ総会にですね、４月に伺っております。

ところがこのＰＴＡ総会の参加率もですね、学校によってなかな

か厳しいものがあると、８％、９％という学校が現実にございます。

そういった場面で一生懸命働きかけていってご理解をいただきなが

ら、学校への負担も軽くしながら、保護者の皆さんの願いも実現し

ていくということを努力をしておるところです。

こっから先、お願いなんですけども、齋藤議員におかれましては

率先して学校教育にご参加をいただいております。これよくお見か

けするんですけども、なおですね、保護者の立場から他の保護者の

皆様にもＰＴＡ総会など学校教育へ積極的に参加しましょうという、

お声がけをいただければありがたいと、でございます。以上です。

１番（齋藤光君）

お答えいただきありがとうございます。私も、保護者の 1 人とし

てＰＴＡ活動に対して、向き合っていくつもりですので、教育長の

助けになればいいなと思いますので、頑張っていきたいと思ってお

ります。

一度、余剰時数の件に戻りますが、学校に編成権があるというこ

と先程おっしゃっていましたが、学校は標準授業数に合わそうとし

て計画しているのでしょうか、それとも、文科省の標準授業時数に

合わそうとしているのかしていないのか、その辺をちょっとお答え

いただきたいと。

教育長（濵田陽治君）

はい。これもですね、先程の答弁の中に入っているんですけども、

学校は文化的にやはり非常に真面目なところでですね、時間のある

限りは授業をやって、授業こそ本務であるというわけでですね、で

きる限りのサービスをしようという、文化というか体質を持ってお

ります。これは歴史的にずっと振り返るとですね、私、私たちの年
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代が教育を受けていた時代はですね、かなりの量の分量の学習をし

ておったわけですね、今の 1.3 倍ぐらいだったと思います。その後

ゆとり教育ということが言われました。その後、また某総理大臣が

ですね、もっと授業なされということもおっしゃったりして、学校

の先生たちも随分戸惑うところがあると思うんですけども、基本的

に学校の先生たちの真面目さといいますか文化の中でですね、時間

がある限りは子供に接してそれも授業したいというものを持ってお

られます。

ですから授業の準備とかですね、授業のことを語るのにですね、

苦になっていると言う先生には、今のところお目にかかった記憶が

ございません。以上です。

１番（齋藤光君）

今学校の文化というか体質というお話がありましたが、全国で４

割の学校が標準授業時数内で学科編成授業課程を編成している件に

関してはどう思われますか。

教育長（濵田陽治君）

先程申し上げましたようにですね、標準というものがあるもので

すので、それをある程度考えてですね、やらないといけないと思い

ます。子供たちの負担が重過ぎないようにと、それとやはり教職員

もですね、この際熱血先生もよろしいんですけれども、効率的にや

るとかですね。結局疲れますとですね、授業にもなりませんので、

その辺りは文化というものも変わっていく時代にあるんじゃないか

なというふうに思います。

もちろんそれに対する保護者の皆さんの考え方も少しずつ変えて、

変えてといいますかね、合わせていただかないかん部分はあるとは

思います。以上です。

１番（齋藤光君）

ありがとうございます。佐川町として教育長としての考えを持っ

て取り組まれているということがわかりました。

教育基本法には、第１章第１条に、教育の目的は、人格の完成と

心身ともに健全な国民の育成と書いてありました。教育長も学校の

先生方も、私なんかよりもずっと理解していると思いますが、子供

たちも、先生方も、疲弊するような事態にならないように、教育長

にはお願いをして、今回の一般質問を終えたいと思います。ありが

とうございました。
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議長（松浦隆起君）

以上で、１番、齋藤光君の一般質問を終わります。

引き続き、６番、宮崎知惠子君の発言を許します。

６番（宮﨑知惠子君）

６番議員の宮崎知惠子でございます。

議長のお許しをいただきまして、四つの質問をさせていただきま

す。

まず一つ目の質問でございます。太陽光パネルの設置について、

質疑をさせていただきます。昨日、坂本議員からもご質問をがあり

ましたと思いますけれども、また別の観点からお伺いをいたします。

太陽光発電設備、メガソーラーを目にする機会が皆様も増えたので

はないでしょうか。現在、地球温暖化対策として政府主導で再生エ

ネルギーの普及に取り組んでおり、太陽光パネルの設置推進がなさ

れております。しかし、毎年夏には豪雨災害も増え、メガソーラー

設置場所などで地滑りなどの災害も起きております。

2021 年には、静岡県熱海市で土壌災害が発生し、違法な盛り土の

他に、メガソーラー発電施設による森林伐採のため、土地の保水力

が失われたことも原因として挙げられております。メガソーラー設

置のためには、森林伐採や造成工事などを行う関係で保水効果が低

下され、土壌災害を誘発させさせる原因ともなりかねません。

また、コスト面でも夜間発電はできず、天候の影響も受けるため

供給が不安定です。そのためにバックアップ電源や蓄電設備、送電

線網の整備などが必要となり、火力発電、原子力発電よりも予想に

反してコストがかかっているという現状があります。

太陽光発電の買い取り価格も国民全体で負担する再エネコスト賦

課金は、太陽光発電の推進に伴って、個人も企業も電気代の負担が

今後も増大することは明らかです。また、世界におきましても再生

エネルギーの普及を進めてきたドイツはヨーロッパで最も電気料金

の高い国になっております。

そうしたことを踏まえて、佐川町ではどのぐらいの太陽光パネル

が設置されているのでしょうか。例えば、どの地域に設置されてい

るとか、現状の規模の大きいものだけで構いませんので、教えてい

ただければと思います。町全体の面積の何％に当たるかもわかれば、

お伺いいたしたいと思います。よろしくお願いします。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）
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おはようございます。それではお答えさせていただきます。

まずこのような電気事業者のメガソーラー事業に関しましては、

これ国の経済産業省への方への認定申請ということになっておりま

して、その後認可が下りたものから事業へ行っていくというふうに

なっております。こちらの方ではですね、電気の出力数、こちらの

方を国の方は公表しておりますが、面積の方についてはつきまして

公表しておりませんので、すいません、面積については把握をして

おりません。

町内の方にあるメガソーラーにつきましては、いわゆる千キロワ

ット以上の出力を持つ太陽光システムということになりますが、こ

れにつきまして現在町内の方にですね、西佐川の裏にまず一つ。そ

れから旧鷹ノ巣養豚団地跡、ここに一つ。それから加茂のですね、

本村東の南側の山の方に一箇所。それから猿丸峠の旧サーキット場

があった場所があると思いますがここに二箇所ございまして、計町

内に５箇所あるということになっております。以上でございます。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。佐川町でもかなりの太陽光パネル

が設置されていると思いますが、2018 年に経済産業省が発表したと

ころによりますと、太陽光パネルには種類によって鉛毒性の強いカ

リウムヒ素カドミウムが含まれているということです。

そのように、太陽光発電の近くでは土壌汚染の心配もありますが、

町としては、この土壌汚染についてどのように考えていらっしゃい

ますでしょうか。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい。お答えいたします。設置中の太陽光パネルの破損等により

まして有害物質が流出するということも想定をされているようです

が、事故や廃棄などに関します対応の、こういった計画につきまし

ても、国の認定を受けて運用しているところでございますので、現

在のところ町内では大規模な土壌汚染などに結びつくということは

想定を現在はしておりません。以上でございます。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。事故が起こった場合には廃棄処分

ということもございますので、その点、また認識を深めていただき

まして対応をお願いしたいと思います。

町外に目を向けてみますと、例えば福島市では 2023 年９月時点
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で、福島市内に 26 箇所の大規模太陽光発電施設があり、市としては

太陽光のための用地造成に伴う森林伐採で景観が悪化するため、こ

れ以上のメガソーラー設置を望まないという、ノーモアメガソーラ

ー宣言をしております。佐川町では福島のように、ノーモアメガソ

ーラー宣言をするご予定はございませんでしょうか。

町長（ 岡雄司君）

宮﨑議員のご質問にお答えをさせていただきます。佐川町におき

まして現在のところ、メガソーラーの設置による大規模な森林伐採、

また用地の造成による景観の悪化などは、見受けられておりません

ので、現在のところ、ノーモアメガソーラー宣言のようなことをす

ることは考えておりません。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

しかしながら世界の太陽光パネル生産の７割が中国製で 45％はウ

イグル自治区で作られております。日本においても太陽光の輸入の

８割は中国からとなっております。ウイグル自治区では 100 万人以

上のウイグル人が強制収容をされ、強制労働虐待などの目に遭って

おり、世界的な問題ともなっております。ウイグル自治区では、太

陽光パネル工場の近くに火力発電所と発電用の石炭を掘り出す炭鉱

が隣接していることが衛星写真から判明しております。

つまり強制労働の問題だけでなく、脱炭素政策として推進されて

いる太陽光パネルの製造過程で、大量の二酸化炭素を排出している

という現状があります。アメリカのバイデン政権もウイグルの強制

労働に関連のある中国企業からの輸入を禁止に、企業からの輸入禁

止をしております。そこで質問をいたします。

佐川町では、太陽光パネルの許可申請は必要でしょうか。また、

製造元の確認などはされているのでしょうか。引き続きブラック企

業も記載されているということでございますが、把握はなさってい

らっしゃいますでしょうか。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい、お答えいたします。先程もご回答させていただきましたよ

うに、この認定等につきましては国の方が行っております。こうし

た太陽光パネルの製品とかそういった許可の基準、こういったもの

につきましては、町の方では把握をしていないところでございます。

以上です。

６番（宮﨑知惠子君）



151

はい。国が認可をおろしたものに対しては、佐川町もどこで生産

されているとかいうそういう認識というか調べはしてないというこ

とでございますかね。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい。現在のところこの太陽光パネルにつきましては、そこまで

の調べというものはしておりません。以上でございます。

６番（宮﨑知惠子君）

はい。ぜひそういうものをも一度お目にして、こういう問題もご

ざいますので、確認をしていただければと思います。こうした人権

弾圧に対してどのようなお考えを持っておられますでしょうか。町

長にお伺いします。

町長（ 岡雄司君）

強制労働の件ですかね。強制労働の件につきましては少しはちょ

っと耳にしておりますが、他国のことでございますので、詳しい内

容を把握をしておりません。またこの件については国からですね、

町に対して通達とか調査等も来ておりませんので、繰り返しになり

ますが、強制労働の件については把握はしていない状況です。以上

です。

６番（宮﨑知惠子君）

はい。私としましては、佐川町、佐川町だけでなく、本当に今世界

が一つの時代でございますので、そういうこともきっちりと把握し

た上で、ご検討していただければと思います。この件につきまして

は以上とさせていただきます。

次に、森林の本町の山林管理のあり方についてお伺いをいたしま

す。まず、佐川町の契約書は何年に締結しましたでしょうか。また、

林野庁の管理制度は何年から始まったのでしょうか、お伺いいたし

ます。

産業振興課長（下八川久夫君）

お答えいたします。佐川町として山林を管理するために所有者の

方と締結している契約書については、平成 28 年度から実施を順次し

てきております。国の経営管理制度につきましては、森林経営管理

法の施行に伴い、平成 31 年４月１日から始まっている制度となって

おります。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。ということは佐川町の方が先の契
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約ということになりますね。

産業振興課長（下八川久夫君）

はい、取り組みとしては佐川町が国の制度より先に所有者の方と

管理契約を結んで進めているという形になっております。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。本町は多くの山林を抱えておりま

すが、山林管理はどのようになっているのでしょうか。林野庁が進

めている山林管理制度とはどのようなものでしょうか。ざっくりと

した違いがわかれば教えていただきたいと思います。

産業振興課長（下八川久夫君）

はい、お答えいたします。佐川町の取り組みに関しましては、平

成 25 年度から自伐型林業による雇用の創出と持続可能な森林整備

を進める、進めるために取り組みを進めてきております。山林の集

約化に関しましては平成 28 年から所有者の方との契約を締結して

おりまして、この場合 20 年間の森林長期管理契約というものを締結

しております。その 20 年間の契約を結んだ森林に関しましては、場

所として作業道が入って搬出間伐ができるような場所につきまして

は、担い手として来ていただいております地域おこし協力隊の任期

満了をされた方に作業を委託しているという状況になっております。

森林管理、国の森林経営管理制度につきましては、市町村が所有

者に対しての意向調査をし、所有者に対して意向調査を実施して、

その上で所有者自らが森林の経営管理ができない森林に対して、市

町村が所有者の委託を受けて、代わりに森林整備を実施するという

内容のものになっております。その時に森林経営管理権というもの

を設定しますので、この森林経営管理権を設定した森林のうち林業

経営に適した森林については、意欲と能力のある林業経営者に市町

村が再委託するという形になっております。その場合に経営管理実

施権というものを設定して委託するということが決まっております。

一方、自然条件に照らして、林業経営に適さない森林については、

市町村が直接、間伐などの森林整備を実施するということになって

おります。佐川町の場合、この時、現在のところは、この森林経営管

理権の設定は、実施はしておりません。といいますのは、地域おこ

し協力隊が任期満了されて、現在町が施業委託している方につきま

しては、意欲と能力のある林業経営体としての登録がございません

ので、国の制度にのっとった場合に、佐川町が委託している現在の
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事業者が事業ができなくなるという実態がございますので、現在の

ところは取り入れてないという状況です。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

はい。詳しい説明をいただきましてありがとうございます。

私もまだ未熟でございますので、わかりかねるところもございま

すけれども、林野庁管理制度の契約には、損害填補についての記載

があります。佐川町の同制度の契約書にはそうした規定はないです

よね。損害填補に関する規定を盛り込むということはできないでし

ょうか。

産業振興課長（下八川久夫君）

損害を与えた場合というところの条項というところと理解でお答

えさせていただきますと、佐川町が契約をしている森林につきまし

ては、施業を森林整備をどう進めるかといった内容の契約になって

おります。損害が第三者に対して損害が起こった場合につきまして

は、その発生した場所であったり状況によって異なってくるかと思

いますので、現在のところはそういったところを盛り込むという予

定はございません。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

盛り込めない理由が、と地域おこし協力隊の任期によるというの

があるのでしょうか。

産業振興課長（下八川久夫君）

休憩構いませんか。

議長（松浦隆起君）

休憩します。

ここで 10 時 15 分まで休憩します。

休憩 午前 10 時 00 分

再開 午前 10 時 15 分

休憩前に引き続き会議を開きます。

産業振興課長（下八川久夫君）

それでは宮﨑議員のご質問の、賠償についての条項を盛り込まな

い。なぜ盛り込まないのかというところにつきましてですが、基本

的に契約につきましては、町と森林所有者の間で結んでる契約とな

っております。
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色々そこで発生した事故等については、町が管理者として責任を

持ってやるという形になるかと思いますし、その第三者に対して賠

償の可能性が出た場合については、本当に森林の場合、発生の場所

であったりその状況であったりとかによって、町として賠償が必要

なものであるかどうかというのは、判断が変わってくるかと思いま

すので、契約書の中にそういった条項を盛り込むことが適切だとは

現在のところは考えてはおりません。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。結局ですね、近隣地に被害が出た

場合、そういうものを盛り込まなくても、それ相応の対応をすると

いうことでしょうか。

産業振興課長（下八川久夫君）

そういった事案が発生した場合につきましては、その状況によっ

て変わるという形になるかと思います。例えば倒木が発生した場合

であれば、管理者としてその倒木の撤去というところ行うことにな

りますし、ただそれ以上の損害賠償というような事案については、

例えば誰でもが通れる林道で起こったような事故なのか、誰も入れ

ないようなところで起こったものなのか、またその木が倒れたとい

うようなものであった場合にも、それがなぜ倒れたのかというとこ

ろもございますので、その状況により対応というのは変わってくる

ということになるかと思います。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。そういうことでしたら、被害を受

けた人と、やっぱり取り違えっていうのがかなり発生するんではな

いだろうかと思うんですが、その点はいかがでしょうか。

すいません、見解の相違というのがお互いにあると思うので、判

断の仕方というのは変わってくるんじゃないだろうかという懸念が

あります。

産業振興課長（下八川久夫君）

まず所有者の方とは契約書を交わして、町として管理をしますよ

という中で進めております。第三者に対しては、ここにつきまして

は基本的には民法とかの考え方になってくるかと思いますので、な

んていうか、一般的に民民の境界であったりとかそういったところ

での状況と変わりはないかなというところです。町が管理してるか

ら特に特別民民の境界に起こることと、何かが変わるということは
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ないのではないかと考えております。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

森林保険活用というものはなされていないのでしょうか。

産業振興課長（下八川久夫君）

お答えいたします。森林保険につきましては、加入している森林

に火災や気象災害が発生した時に起こる経済的損失を補填すること

で、林業の再生産が阻害されることを防止することを目的にできて

いる法律、保険という形になっておりまして、その加入保険に対し

ておりる保険であって、第三者に対しての賠償の保険というもので

はないという形ですので、現在佐川町として森林保険に加入してい

る山というのはございません。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、よくわかりました。ありがとうございます。続きまして倒

木被害の防止について、これから取り組みはどういうふうな取り組

みをなさるお考えはございますか。

産業振興課長（下八川久夫君）

お答えいたします。現在も実施しているところですけども、不特

定多数の方が往来する林道等につきましては、地域の方と維持管理

作業についての協定を結んでおりまして、定期的な見回りと維持管

理を実施しております。また台風通過後なども倒木落石等について

は、撤去作業を行っているという状況です。

それ以外、町が管理を受けた山で危ない木があるとか、そういっ

た場合は、町の方に隣接者から相談があれば、現場を確認に行って

必要があれば撤去を実施するというようなことは、可能性として考

えられると思います。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。他の自治体の例ですけれども、危

険木の伐採への補助金制度や倒木被害を防ぐための条例があるよう

ですけれども、町としては導入するお考えはございませんでしょう

か。

産業振興課長（下八川久夫君）

はい、お答えいたします。近隣の町村では、住居や生活道など周

囲に影響があると思われる危険木の除去撤去費用に対して補助、補

助対象者を限定した上で、補助事業を行っている市町村はございま

す。また条例につきましても、人命や住居のなどの財産を守ること
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を目的に、森林所有者の責任等を含めて未然に被害を防ぐという目

的で制定をしている条例を制定している自治体はございますが、佐

川町として現段階では、すぐにこのような補助制度の創設であった

り、条例の制定をするというところは考えておりません。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。町長の行政報告でも、中でもあり

ましたけれども、山林の集約化について記載されておりましたが、

持続可能な森林整備と森林経営を目指す上で、非常に重要な取り組

みであると思います。町に管理を任せたいという声は多くあります。

どうか森林管理契約の締結を進めるに当たりまして、詳細な説明と

十分な所有者との理解がえられるますように、お願いをいたしまし

て、この問題は終わらせていただきます。

続きまして、三つ目の質問でございます。焼酎蔵の利用活用につ

きまして、歴まち委員会で話し合って、話し合われているワークシ

ョップ、プロポーザルの現行の進捗状況をお伺いをいたします。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい、お答えをさせていただきます。基本計画につきましては本

年度、プロポーザルによりまして、今事業者の方と契約の方を締結

しておりまして、事業の方、あり方に等につきまして進めていると

ころでございます。

本年は 10 月、11 月、12 月の各月１回ですね、ワークショップの

方行っておりまして、こちらで焼酎蔵の中を見ていただいたり、あ

とはその上町周辺を歩いてガイドさんに説明していただいたりしな

がらですね、この焼酎蔵がどのように活用していくのかといったよ

うなところを進めておりまして、今後またその辺をまとめてですね。

事業の方進めていきたいというふうに考えております。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。実はですね、佐川町文化推進協議

会の森口公二委員から、とても夢のある発想の提案をいただきまし

たので、ちょっとご紹介させていただきたいと思います。それは佐

川町に相応しい活用、運用をする考えだと私も共感しましたので、

紹介をさせていただきます。

歴史と文化の町である佐川に、学生たちの美術館をという提案で

ございます。スポーツ、芸術を問わず、若年層の活躍が目まぐるし

いものがありまして、また低年齢化が進んでおります。そうした夢
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のある少年少女たちの素晴らしい才能もなかなか披露する機会に恵

まれていないと思う、思います。そこで、学生たちの作品を展示す

る世界にない美術館という発想です。美術作品は無料で展示するな

どして、芸術家を夢見る学生たちの作品発表の場にするというのが

森口さんの考えでございます。

そして、展示された美術品はＳＮＳを通して世界に発信し、業界

において世界規模で有名な町となり、世界中から未来の芸術家金の

卵の発掘に集まってきます。しかも作品は買い手がつけば購入も可

能で、それが作成した学生の収入となり、また自分の芸術の価値を

知る機会にもなります。来場者につきましては、学生は無料で社会

人から入場料をいただくようにします。私としては更に世界中から

若者たちの芸術作品が集まるような、世界の学生の美術館になれば

いいなと感じております。そこで質問でございます。このような構

想を取り入れるようなお考えはございますでしょうか。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい、お答えいたします。ご紹介ありましたそういった美術館、

一般的な美術館でありますとか博物館のようなものにつきましては、

一定機密性のある展示スペース、こういったものが必要でないかと

思いますが、今回焼酎蔵の方につきましてはこうした機能を持たせ

ることが少しちょっと難しいのかもしれないところですが、佐川町

歴史的風致維持向上計画協議会の委員さん、また先程ご説明させて

いただきました開催したワークショップ、こういった中からもです

ね、地域の方などが利用できるようなスペース、こういったものを

一定あった方がいいんじゃないかというような意見も出ております

ので、今後の事業進める中でですね、こうしたことも協議をされて

いくのではないかというふうに考えております。

また、この他にもですね、桜座でありますとか、こういった一定

利用できますスペースの方もありますので、地域の方などが今色ん

な発想でですね、企画いたしました事業につきましても、こういっ

た場所なんかも活用できたらいいかなというふうに考えております。

以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

まだまだこれから空き地も出てくると思いますので、道の駅には

おもちゃ美術館ということもありますので、このような発想を提案

し、創造し、真善美の世界が作られることを心から私も願っており
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ます。以上でこの質問は終わります。ありがとうございました。

続きまして、最後の質問でございます。

行政における職員のあり方についてお伺いをいたします。行政に

勤めの方は知っての通り、昨年の町役場でパワハラ問題が起き、監

督責任として、町長と副町長を減給の 10 分の１とすること決めてお

ります。また、インターネット掲示板などの書き込みで、今年８月、

８月に高知簡裁で罰金 10 万円を命じ、有罪判決が確定した問題が起

こっております。ただ、それから３カ月以上経過しても、まだ処分

が確定しないとのことですが、お答えできる範囲で構いませんので、

進捗状況をお伺いできたらと思います。お願いいたします。

総務課長（片岡和子君）

ただいま宮﨑議員さんの方からご質問いただきました内容につい

てですが、経過の詳細なものを記録いたしました資料が手元になく

って、また改めて機会を設けて、皆さんにご説明をさせていただけ

たらと思っておりますので、この場でのご説明はご容赦いただけた

らと思います。申し訳ございません。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、わかりました。よろしくお願いいたします。このような現

状を踏まえた上で、お伺いをいたします。町長のこれまでの施策や

行動に感謝しながらも、２年前に町長は役場職員と一緒に、町のた

めに必要な政策をしっかりと進めていく決意で出馬されたと思いま

す。が、今の現状を見ますと、職員が苦しみ、犠牲となったこともな

いとは言えず、必ずしも町政と町役場が一枚岩になっているとは思

えません。また、これは町長だけの話ではございません。

この数年の選挙の目的や行政の目的が、誰かを追い落とすための

行動であるように見受けられてなりません。町政に関わる１人の人

間として、私自身も心の内を反省した上で、僭越ながら申し述べさ

せていただいております。

人はそもそも自分の上に争いを置きたくはないと考えております。

つまり、政治や行政の場はどうしたら世の中を、そして人々の心を

明るくし幸せにしていけるかを真剣に考え合わせて、提案し合う場

であるべきです。利害の争いであってはならないと思います。そう

でなければ、町政が町民が平穏に生きることなどできないのではな

いでしょうか。ここで行政と言ったのは、町役場の職員も含めた話

だからです。
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話は戻りますけれども、政府によれば、2022 年全国の国家公務員

から寄せられた職場の苦情や相談の件数は、21 年度に比べて 138 件

増の 1,739 件で過去最多になったと発表されております。全国的に

職員の相談窓口があまり機能をしておらず、相談しやすい環境が整

っていないという課題があります。

そこでお伺いをいたします。佐川町では、こういった職員の心の

ケアができる窓口はございますでしょうか。

総務課長（片岡和子君）

はい、宮﨑議員さんのご質問にお答えをさせていただきます。現

在、佐川町役場の方では、新しい取り組みを二つ昨年度より始めさ

せていただいております。

一つは昨年の 11 月より、ハラスメントに関する相談窓口を設置い

たしまして、心理カウンセラーなどの外部の専門職の方に、土曜日

や日曜日お休みの日あるいは時間外でも電話であったりとか、メー

ルの方で相談できる仕組みの方を設置させていただきました。

また今年の 11 月からになりますけれども、町内の医療機関だけで

なく、町外の高知市内にある病院になりますけれども、心療内科と

精神科の方を持つ専門病院と委託契約を結びまして、専門機関の支

援を受けながら佐川町職員の心の健康維持に取り組むこととしてお

ります。

こういった制度づくりの方はできたんですけれども、やっぱり一

番大事というか、身近な方で信頼できる方、また自分の言うことを

わかってもらえる方、そういった方を 1 人でも見つけて、相談して、

少しは心が癒されることもあるのかなって思ったりもします。

また相談しても、なかなか解決までに結びつくことは難しいって

いうこともたくさんあると感じておりますので、もしそのような状

況になった方でも、色々な選択、相談ができる選択肢として、役場

としましては先程申し上げました、二つの仕組みの方を取り入れさ

せていただいているところでございます。以上です。

６番（宮﨑知惠子君）

はい、ありがとうございます。やはり心に寄り添うというか、相

手の立場に立つということをしていかないと、本当に相手のことを

理解しなければ、問題解決にはならないと思うんです。だから、や

っぱり同じ職場であったりとかいうのは環境が、お互いにわかって

おりますので、やっぱりその人の言い分、お互いに心を通わすとい
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うことが一番大事ではないだろうかと思います。

裁判沙汰にするとかそういうことじゃなくて、やっぱりお互いが

自助公助で話し合いができれば一番良い方向じゃないかと思います

ので、私も含め、また、皆さんと交流を深めて、より良いまちづくり

をしていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

以上で、四つの質問を終わらせていただきます。ご答弁ありがと

うございました。

議長（松浦隆起君）

以上で６番、宮崎知惠子さんの一般質問を終わります。

引き続き、４番、田村幸生君の発言を許します。

４番（田村幸生君）

議席番号４番、田村幸生です。議長のお許しをいただきましたの

で、通告書に従いまして質問をさせていただきます。

一つ目は、令和６年度からスタートする、高知県中産間振興ビジ

ョン、現在骨格案になっておりますが、それに対して佐川町はどの

ように企画提案し取り組んでいくのか。計画や方向性についてお伺

いをいたします。

昨日、下川議員の質問に対するまちづくり推進課岡田課長からの

ご答弁にもありましたが、佐川町まち・ひと・しごと創生推進計画

を読ませていただくと、国勢調査による佐川町の人口推移は、1955

年昭和 30 年の 1 万 8,785 人をピークに減少へ転じ、2015 年平成 27

年には 1 万 3,114 人となっています。2020 年令和２年 12 月１日現

在の人口は 1 万 2,197 年であり、減少が更に進んでいますというこ

とがございます。

年齢別に見ると、ゼロ歳から 14 歳までの年少人口と 15 歳から 64

歳までの生産年齢人口は減少する一方で、65 歳以上の老齢人口は、

1990 年、平成２年に初めて、年少人口を上回り、増加を続けており、

2010、2015 年、平成 27 年には 37.7％、全国平均 26.6％を大きく上

回っています。また 2020 年、令和２年 12 月１日現在の推計人口に

よる年少比率は 11％、老年人口比率は 41.5％になっており、少子高

齢化が更に進行していることが伺いますということで書かれており

ます。

この人口減少に主な要因は、死亡数が出生数を上回る自然減であ

るということは、紛れもないことでありますが、かなり影響を受け

ているっていうことがうかがわれます。あわせて、少子化や若者子
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育て世代の転出が加われば減少スピードは更に大きくなってくると

いうことであります。この事態は全国的なことだと思いますが、将

来において、佐川町の活力が衰退していく前兆と感じています。

中山間地域振興対策と少子化対策は、この現在の段階では同じく

して進めていかなければならない重要課題だと、私自身感じている

ところであります。

それでは最初に、これまで佐川町が中山間地対策事業として取り

組んだ成果と課題について、 岡町長にお伺いをいたします。よろ

しくお願いします。

町長（ 岡雄司君）

田村議員のご質問にお答えさせていただきます。佐川町では、こ

れまで地域住民が支え合い、暮らし続けていくとことができるよう

にですね、佐川町まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく国の交

付金事業や高知県の産業振興計画に基づき、県と連携した事業など

様々な対策を講じてまいりました。

中でも佐川町は農業などの一次産業が主な産業となっております

ので、イチゴやニラ、生姜など基幹品目の振興に力を入れてきたと

ころでございます。この他、町内４地区への集落活動センターの設

置や、地域おこし協力隊の雇用による担い手の確保、移住定住の促

進、佐川ぐるぐるバスの運行開始により既存の公共交通と連携した

移動手段の確保、また、まきのさんの道の駅佐川は、佐川おもちゃ

美術館のオープンなど一定の成果があったと感じております。

しかしながら、田村議員のおっしゃるように若い世代が働く環境、

が決してと十分整っているとは言えません。特にですね、20 代 30 代

の若い女性の県外流出が顕著に見られまして、少子化の要因の一つ

になっていると感じております。今後におきましても、これまでの

取り組みをしっかりと検証しながら、こうした若い世代が佐川町で

生活しつつ生活し続けていくことができるよう、国、県、また県内

の市町村ともしっかりと連携を図りながら取り組みを進めてまいり

たいと考えているところでございます。以上です。

４番（田村幸生君）

ありがとうございました。ご答弁の中で町の課題っていうことで、

若い世代の働く環境が十分整っていないこと。そして、それにより

20 代 30 代の女性の流出が見られることから、それが少子化の要因

の一つになっていること。町長のご答弁の中にもおうかがいするこ
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とができました。また、今後どのように取り組んでいくのか、特に

重要な課題と私自身も認識をしたところでございます。ありがとう

ございます。

県は現在中山間地域の 10 年後を目指す将来像を実現するため、先

程申し上げましたように、高知県中山間地再興ビジョンの策定を進

めています。これは令和６年度から新たに作成するビジョンであり、

将来像の実現に向けた４年間のアクションプランの策定も同時に進

めています。このビジョンの骨格案は目指す将来像として四つの柱

を掲げていますが、この骨格案から見て今後における佐川町の方向

性や取り組みなどを、どのように考えているかお伺いします。よろ

しくお願いします。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

それではお答えさせていただきます。県が県内中山間地域の 10 年

後に目指します将来像、実現するためにこの策定をしております。

高知県中山間地域再興ビジョンにつきましては、今年度これまでに

３回の検討委員会の方が行われておりまして、現在このビジョンの

骨格案が示されているところでございます。

このビジョンには四つの柱の方がありまして、将来ビジョンの実

現に向けました４年間の行動計画成果を客観的に評価する事業のＫ

ＰＩを示すものというふうになっております。

この柱の紹介しますと、まず一つ目には若者を増やすといたしま

して、移住者数や県内就職率の増加、この他若い世代の女性の県外

流出を減少させるためなどが明記をされております。

二つ目には暮らしを支えるとしまして、医療介護の提供や移動手

段の確保など、こうしたものが示されております。

三つ目には活力を生むといたしまして、集落の活性化や地域の伝

統的な祭りや、民俗芸能などの維持、継承活用など、こうしたもの

が示されております。

最後四つ目には仕事を生み出すとしまして、基幹産業の振興と地

域の資源を活用した付加価値の高い産業の創出や企業による仕事の

創出などが示されております。こうした取り組みに関しましては、

これまでも佐川町を含みます中山間地域で行われてきたことであり

まして、県といたしましてもそれぞれのこうした取り組みに対する

数値目標を現在より高く設定し、効果的な事業の実現を目指すとい

うふうにしているようです。
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町といたしましても県が策定いたします、この中山間再興ビジョ

ンの周知進捗状況、注視するとともにこれまでも行ってきました、

こうした中山間に対します事業を検証し、いたしまして、今後進め

る事業に活かしていきたいというふうに考えております。以上です。

４番（田村幸生君）

ありがとうございます。この中山間地再興ビジョンは骨格案とし

て明示されているものですが、今後、各市町村から、主体性あふれ

る取り組みが積み上がってくると予測をしています。佐川町も、先

程岡田課長が言われましたように、佐川町もこれまでを精査して、

これから未来のために取り組みを進めましょう。ありがとうござい

ました。

次に、高知県中山間地域再興ビジョンは現在策定中ということで、

来年３月末に完成予定というお話を聞いております。

これは県のスタンスは市町村等への支援でありますが、手の挙が

らない市町村が支援が得られないということも考えられる中、町と

して将来を見据えながら、このビジョンに盛り込んでいけるような

アイディアあふれる事業の提案はありますでしょうか。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい、お答えいたします。これまでこうした中山間地地域での人

口減少対策としまして様々な取り組みを行ってきているところです

が、効果的な打開策というのがないのが現状的でありますが、これ

までこうした取り組み様々な取り組みをしておりまして、一つずつ

検証しながらですね、様々な事業を継承していく、継続していくと

いうことが重要でないかというふうに考えております。

特に県としましても先程から出ております、この若い年代の県外

の流出というのが顕著になっておりますので、特に中山間地域にお

きましてはこうした若者の人口増加を図ることが最も重要というふ

うに考えておられるようです。そうした中で中産間地域に包括いた

しました対策を強化するということでありますので、県や近隣市町

とのしっかりと連携を図りながら、対策の方を講じてまいりたいと

いうふうに考えております。以上です。

４番（田村幸生君）

ありがとうございます。ご答弁の通り、私も中山間の少子化対策、

それから人口減少対策などは、近隣市町村との連携で対策を進める

ことが重要ということが、ね、一つの市町村でいくら頑張っても、
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仁淀川筋当然近隣市町村とも連携するっていうことが重要と私自身

も思っています。近隣では、次年度令和６年度の事業から取り組ん

でいきたいっていうことで言われてる町村もございます。佐川町も

今まで進めてこられた対策を、この機を逃さずに、さらに充実させ

ていただきますようにお願い申し上げたいと思います。

私も議員の 1 人として、他の市町村議員との交流の場において情

報収集をし提案できることは、おつなぎをさせていただきたいなと

思っていますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。

先程 岡町長申し上げられましたが、中山間地域では若い世代、

特に女性の流出が顕著であります。婚姻数や抽選数も大幅に減少し

ており、人口減少が更なる若者の流出や人口減少につながるという

負の連鎖が加速しつつあります。若い女性がこの地域で結婚し安心

して出産できる環境は、人口増への大切な要素なのですが、仁淀川

筋には現在産婦人科はございません。

仁淀川町の議員の方からも安心して近くに出産に臨める産科があ

ることは、少子化対策のキーポイントと話される議員もおられます。

産婦人科がこの仁淀川筋にできることの、地域の願いと捉えて、産

婦人科の現状と課題などをお聞かせいただき、参考にさせていただ

ければなと思います。よろしくお願いします。

病院事業副管理者兼事務局長（宮本福一君）

田村議員のご質問にお答えいたします。ご質問いただきました現

状と課題につきましては、医師確保にかかるものと認識しており、

高知県の医師確保計画等の内容をもとに、私の存じております範囲

でのお答えとさせていただきます。

まず、高知県内の状況でございますが、平成 10 年には 35 の分娩

取扱施設がございました。令和元年 12 月には 13 施設となり、現在

は分娩できる医療機関、10 医療機関となっております。多くは中央

医療圏、特に高知市南国市に集中しております。

高知県は他県と比べまして、医療施設の産婦人科医は少なく、医

師確保が課題と言われており、令和２年４月には高知県医師確保計

画を策定し、全診療科を対象した医師確保計画に加えて、個別計画

としまして、産科医師確保計画を策定しております。

産婦人科医の不足には様々な要因が考えられますが、一般的に言

われておりますことは、産科医、産婦人科医は多忙で長時間労働と

なる傾向があること、また医療リスクが高いことなどから、産婦人
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科医師を目指す学生や研修医が少ないように言われております。そ

のため県におきましては、高知県医師養成奨学金制度を設け、将来

医師を目指す学生に対する奨学金の対応を実施しており、特に産婦

人科医や小児科医などには加算対応を行っております。

他の要因といたしまして、1 人の産科医で分娩を担うことは難し

く、助産師や他のスタッフが複数必要であり、また高額な設備投資

も必要になってくるため、経営的には厳しい面があるとも言われて

おります。

県の医師確保計画には、高度な周産期医療を適切に供給するため

には、総合周産期母子医療センターと地域周産期母子医療センター

を整備、充実させることで、高知県では人的物的資源等の集約化及

び重点化がされた状況になっているとあります。

このようなことから、各地域での産科、産婦人科の医療体制を整

えることは非常に厳しいなと感じております。以上でございます。

４番（田村幸生君）

丁寧なご答弁ありがとうございます。産婦人科医を目指す学生が

少ないこと、からリスクから施設投資、いくら所奨学金を助成アッ

プしてもなかなか産科を目指す学生が少ない、非常に厳しい状況を

お聞きしました。でも県内で分娩できる施設が 10 施設、本当に少子

高齢化が産婦人科を減していくのかなっていう、本当に悪循環なの

かなって感じています。

今後この地域の出産に対して本当に安心して産める環境がないと、

なかなかその若い世代がその地域に暮らせるっていうことの原点が、

出産であり子育てであるっていうことでありますので、なかなか厳

しいと思いますけれども、私自身としてもこれからの課題にさせて

いただきたいなというふうに感じまして、ありがとうございました。

それでは続きまして二つ目の質問に移らせていただきます。

伊藤蘭林生誕地に続く、昔偉人が通ったであろう町道赤線道の舗

装についてお伺いさせていただきたいと思っています。皆様方もご

存知の通り、佐川町を文教の町言わしめる原点とも言っても過言で

はない、伊藤蘭林先生の生誕地、現在墓地が東元町の山裾にござい

ます。牧野富太郎モデルにしたらんまんの影響による観光での訪問

や受験、あるいは試験などの機会に多くの皆様が来訪されるなど、

素敵で大切な資源であることは揺るぎもないものでございます。

地元からは、生誕地へ続く道が山からの雨水湧水などぬかるんで
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いたりして、訪れた皆様が歩きにくい状況が常に発生している、て

いうことで舗装の要請を先頃いただいたところでございます。

これにつきましては、観光にもいかせる、この資源が埋もれてし

まわないようにとお感じ、ぜひごご検討いただきたいということで、

お話をさせていただくものでございます。地元からは、教育委員会

を通じての要望が出されているようにも、お聞きをしております。

この件、伊藤蘭林生誕地に続く町道赤線道の舗装についての対応

についてお伺いいたします。よろしくお願いします。

建設課長（吉野広昭君）

私の方からお答えをさせていただきます。議員のご質問ありまし

た通り、名教館の方でですね、指導に当たっておられました伊藤蘭

林先生の生誕地、目細谷にですけれどもこちらの方、現在顕彰碑が

建てられております。この指導されておった学生さんというかです

ね、塾生さんを、自宅の方にも招き入れてですね、教えていたとい

うふうにも言われており、牧野富太郎博士も通っていたというふう

に言われております。

この顕彰碑に続く昔の道はご質問にもありました通り、いわゆる

赤線道でありまして、町道ではありませんけれども、町が管理する

法定外公共物となっております。法定外公共物の管理につきまして

はですね、災害や、老朽化等で崩落した場合には、町の方で修繕を

行っておりますけれども、草刈等の日常管理は地元の自治会である

とかですね、法定外公共物を利用されてる受益者の方にお願いして

おるというところです。

今回のケースにつきましてはですね、ぬかるんだ場所の整備につ

いては、材料支給による対応が可能か、まずは地元の自治会の方に

ご相談をさせていただいて、こちらの方は地元の自治会に任せると

いうことではなくてですね、場合によっては町の方で整備するとい

うことも含めまして、地元の自治会の方に相談をさせていただきた

いと思っております。以上です。

４番（田村幸生君）

ありがとうございます。積極的にご検討、ご対応いただきありが

とうございました。私も現地確認で問い合わせあった時、場所もわ

からずに、副町長に場所どこねと副長町に聞きにきたような現状が

ございまして、その後私も現地の確認させていただきに行った経過

もございまして、せっかくのね、材料というか、良いところがある
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のに、ぬかるんでいて歩くことができないっていうのは、本当にも

ったいないなっていう思いがございまして、自治会の方でお話をさ

せていただくと管理の方今後の管理につきましては地元の方でさせ

ていただく考えがあるっていうことも自分自身お聞きしております

ので、それについてまた対応の方よろしくお願いしたいと思います。

ありがとうございます。

それでは３件目の質問に移らせていただきます。

関西高知経済連携強化戦略への取り組みについてお伺いします。

関西圏では令和７年開催の大阪関西万博などの大規模プロジェクト

に向けて、今後ますます経済活力が高まることが見込まれています。

こうした中、県は観光推進、食品等外商拡大、万博、ＩＲ連携の三つ

のプロジェクトを中心とした関西高知経済連携強化戦略を策定し、

取り組みを進めています。

佐川町として現在推進している関西戦略に関する取り組みがある

のか、お伺いをします。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい、お答えいたします。県が大阪梅田の方に出店を予定をして

おります、関西圏アンテナショップや大阪関西万博などに関する関

西戦略に関しましては、県や一般財団法人高知県地産外商公社と市

町村による１回目の意見交換会が本年 11 月に開催をされました。

まず、関西アンテナショップに関しましてですが、これは令和６

年 7 月に大阪の梅田の開業予定の商業施設の一角に県がアンテナシ

ョップを開設するという予定になっております。

このアンテナショップにつきましては加工食品やお酒など、高知

県の産品を販売するとともに、物販、催事のスペースを構えており

まして、高知県の食や観光などの魅力をＰＲする情報発信の拠点と

することを考えておるようです。また、取扱商品の公募に関しまし

ては、県内の食品事業者や関係団体に対しまして、本年 10 月に県内

の４箇所で説明を開催をしたとの報告があっております。

市町村や広域の観光協議会などが、催事スペースを活用しての観

光ＰＲや物販行うこともできるようですので、佐川観光協会や仁淀

ブルー観光協議会とも、活用に向けての協議を行ってまいりたいと

いうふうに考えております。

次に大阪関西万博についてですが、こちらは会場にあります屋外

イベント広場、これ収容人数１万人ぐらいできるスペースというふ
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うにお聞きをしておりますが、県がこちらで催事などのイベントを

行うに当たりまして、現在会場の利用に関しての申し込みをしてい

るというふうにお聞きをしております。

このスペースの利用が可能となりますと、物販や飲食の提供など

もできるとのことです。また体験型のイベントも開催できるようで

すが、実施可能な取り組みにつきましては、現時点で主催者側から、

どこまでのことがオッケーなのかという公表はされていないという

ことをお聞きしております。またブースの出展料につきましては、

コマ数などに応じて県への負担金を支払うようになるようですが、

金額等については現在のところまだ決まっておりません。このよう

に大阪関西万博につきましては決まっていないことが多いですが、

今後急速にですね進展していくことが想定されますので、またしっ

かりと県との連携を図りながらですね情報収集の方してまいりたい

というふうに考えております。

次、大阪ＩＲ、いわゆる国際会議場やホテル、レストラン、ショッ

ピングモール、エンターテイメント施設やカジノなど、こうしたも

のを一体的に設置する複合型リゾートということについてですが、

こちらはですね、今年度、区画整備計画の認定を受けたばかりのよ

うでして、県からまだ細かい説明などはあっておりません。

いずれにしましても、こうした大規模のプロジェクトであります

と、国内のみならずインバウンドによります多くの集客が見込めま

すので、関西圏から高知県、佐川町へと足を伸ばしていただけるよ

う、県や仁淀川流域市町村とも、しっかりと連携を図りながら、積

極的なＰＲなどを取り組みを進めていきたいというふうに考えてお

ります。以上です。

４番（田村幸生君）

ありがとうございます。佐川町としましても県の関西高知経済連

携強化戦略をチャンスととらえ、夢あふれるまちづくりに生かして

いただけるように、しっかり取り組んでいただきたいと願っていま

す。よろしくお願いします。

最後に 岡町長にお伺いをします。今後、地域企業とどのように

連携していくかですが、こうした経済活力の高まりが期待される中、

町は地域や企業などとどのように連携し、地域経済の高揚を図って

いくのかお伺いします。よろしくお願いします。

町長（ 岡雄司君）
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お答えをさせていただきます。先程岡田課長の方から関西圏での

各プロジェクトの説明がございましたが、今後確定していくことが

本当に多くあると思っております。

佐川町にはですね、魅力的な産物も観光資源などが多くあります

ので、佐川町としまして地域や関係機関としっかりと連携をし、積

極的に佐川町の魅力をＰＲしていきたいと考えております。また、

磨き上げなどに必要な支援なども監視支援などに関しましても、県

にも要望するなど可能な限り行っていきたいと考えております。

私自身先日ですね、大阪で開催されました関西プロモーションに

おけるプレス発表会にですね、県内市町村長と参加をして参りまし

た。その中で、高知県の濵田知事の方からですね、発表がありまし

て高知県を全国に発信していくという、力強い発表もあっておりま

すので、今後は佐川町としまして先程も申し上げましたが、このチ

ャンスを生かしまして、高知県や関係機関としっかりと連携し、佐

川町をこれまで以上にＰＲし発信させていきたいと考えております

ので、また田村議員におかれましても、色々なご提案をお願いした

いと思いますのでよろしくお願いします。

４番（田村幸生君）

ありがとうございます。地域の関係団体、それから関係市町村、

しっかりと協議していただいて、どういったことができるのか、取

りまとめていただいてのアクションを起こしていただくということ

をお願いして、４番議員、田村幸生の一般質問を終わります。誠実

なご答弁ありがとうございました。

議長（松浦隆起君）

以上で、４番田村幸生君の一般質問を終わります。

休憩します。

休憩 午前 11 時 10 分

再開 午前 11 時 20 分

休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、２番岡林哲司君の発言を許します。

２番（岡林哲司君）

２番議員の岡林哲司です。議長にお許しをいただきましたので、

通告書に従いまして質問をさせていただきます。
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今回ちょっと欲張ってたくさん項目を入れましたので、ちょっと

早口になるかもしれませんが、執行部の皆様にはご答弁の方よろし

くお願いいたします。

まず、初めに今後の観光振興策について伺います。

10 月 24 日の高知新聞の記事にもありましたが、ＪＲ佐川駅が 12

月 29 日をもって無人化されます。今現在、佐川駅前は、前にシルバ

ー人材センターが入っていた建物の取り壊しが完了し、駅に降りて

周りを見ますと少し寂しい感じがします。そんな中で、今回ＪＲ四

国から佐川駅の無人化が発表されましたが、町としてこのニュース

をどのように受けとめ、そして今後、ＪＲ佐川駅周辺をどのように

活用していくのか、何か町として計画があれば教えてください。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

それではお答えさせていただきます。佐川駅を含みますＪＲ四国

管内の一部の駅が無人化になるということにつきましては、この本

年３月 24 日にＪＲ四国より会社の決定事項ということで佐川町へ

の説明がありました。

無人化となる時期につきましては令和６年３月末というふうにな

っておりましたが、現在ＪＲが雇用しております、その無人化対象

の駅におります社員さんが早期退職などする場合などには、前倒し

で無人化になるということがあるということも合わせて説明の方が

あったところでございます。

こうした中、佐川町の社員の方が春にですね、早期退職されまし

て、ＪＲ四国とも協議をさせていただきましたが、何とかこれまで

やりくりをしまして現在高知駅から、日帰りで社員の方配置してい

ただいておりますが、この状況もですね、本年 12 月 29 日まで、継

続はそれはそれ以降は難しいというような話の方があっております。

ＪＲ四国からは毎年この経営状況等につきまして関係自治体の説

明があるとこでして、今までの経過や現状こうしたことを踏まえま

してこれ以上の無理は言えないのかなとなど、いうような判断に至

っております。

また町、駅の活用につきましては現在駅前シルバーの方も取り壊

しはしておりますが、ここも含めましてまた現在のところ、活用に

ついては決まっていないというのが現状であります。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい、ありがとうございます。ＪＲ四国の方からも報告がある中
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で、経営的に厳しいところもあるというところでございます。

このＪＲ佐川駅は佐川町のみならず、お隣の越知町、そしてその

奥の仁淀川町へ向かう人々の玄関口として、そしてまたそこから高

知市内への玄関口として、特急列車が停まる駅としても人々に利用

されてきました。

今回のＪＲ四国の決定は、利用者も減って経営的に厳しいという

ことが影響していると思いますが、佐川駅は地域の学生や社会人の

通勤通学の手段として利用されております。全国各地の無人化され

た駅舎の利活用を見てみますと、ワーキングスペースを作ったり、

カフェなどに改装し利用者が回復したという事例もございます。

ぜひ町としても今後ＪＲ四国と一緒にですね、駅舎を活用できる

ように働きかけをお願いします。また最低でも定期券の発行ができ

る機械の設置をしてもらえるように働きかけをしていただきたいと

思うんですけれども、担当課課長のご見解をお伺いします。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい。お答えいたします。先程申しましたがこの無人化につきま

しては駅舎の活用等についてはまだ協議を、ＪＲの方もまだ決まっ

ていないということですのでそうした話ができていないというのが

現状でございます。

旧キヨスクの後につきましては現在も観光スペースといたしまし

てお借りをしており、こちらの方は引き続きですね、観光ＰＲのブ

ースとして継続していきたいというふうに考えております。

先程岡林議員の提案もありましたが、そこでの活用の方法、人件

費等、こういったところも絡んでくると思いますので、またＪＲと

思うんですねしっかりとその辺も協議をしていきたいというふうに

考えております。それと定期券の購入等についてですが、現在ＪＲ

四国のチケットアプリというものを作成しておりましてこちらの方

で購入の方ができるということになっているようです。

対象となる高等学校等については、現在も説明をしているという

ところでこのアプリの推進の方を進めているというふうにお聞きを

しております。また構内にあります、現在の切符の券売機につきま

しては、こちらの方は今引き続き、設置をして継続していくという

ふうに伺っております。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい。駅舎の利活用については今後、ＪＲ四国の方とも協議をで
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きる状態になったら、協議をしていただきたいと思います。そして

定期券の利用がスマホのアプリでできるようになっているというこ

とで、時代の変化を感じております。ありがとうございます。

ただ、高齢者の方ですとか、観光客の方が佐川駅に降りた時に何

も案内がないと困る部分もあると思いますので、その辺も何とかで

きるところの部分はＪＲ四国の方にもご配慮いただけるように、お

願いをいたします。続きまして次の質問に移りたいと思います。

９月末でＮＨＫの朝の連続テレビ小説らんまんの放映が終わりま

した。番組の放送終了後も、上町の観光駐車場には連日のようにバ

スが停まり多くの方が観光に訪れていました。町が開催され、開催

されました住民懇談会で町長に対しまして、らんまん終了後どのよ

うな対策があるか、どのような仕掛けで人に来てもらうのかという

ような質問もありました。

あれから数カ月が経ち、実際にらんまん効果の人でも減りつつあ

ります。そこで現時点の次なる観光客誘致の政策があれば教えてく

ださい。昨日の下川議員の質問でもありましたし、本日もありまし

たので重複する部分は簡潔で構いませんのでよろしくお願いします。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい。お答えいたします。これからの誘致につきましては今後は

越知町と連携をした缶バッジラリー、それから１月から３月にはバ

イカオウレンが見頃を迎えます。このらんまんが終わって初めての

この時期になりますので、そうしたところもしっかりと周遊バス、

こういったもの観光の観光つなげるようにですね、今準備の方を進

めているところです。それでですねえと。ちょっと休憩を。

議長（松浦隆起君）

休憩します。

休憩 午前 11 時 28 分

再開 午前 11 時 29 分

休憩前に引き続き会議を開きます。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい、すいません。それとですね、現在、牧野公園では四季折々の

山野草の方が今整備されておりまして、こちらの方ですね季節ごと

に楽しんでいただくような取り組みを進めております。
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またアプリの方もですね、季節ごとの今、花めぐりという冊子も

作っておりますが、これが食のガイドと一体化したアプリの方作っ

ておりますので、こちらの方もですね、しっかりＰＲしながらです

ね、季節ごとにそうしたリピーターが来ていただけるような取り組

みを進めていきたいというふうに考えております。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい。さまざまな取り組みを考えてしていただいてるということ

でありがとうございます。ただ答弁の中にもありましたが、そのＰ

Ｒ、どうやってやっていることを知っていただくかという部分に重

点を置いてやっていかないと、せっかくやってるものが人に知られ

ないとも困りますので、その点も同時に進行していただくようによ

ろしくお願いします。

昨日の答弁でもありましたが、観光客の入数は 11 月までの数字で

した。観光オフシーズンということもありまして 12 月に入ってから

ですね、体感的にかなり減ったようにも思います。ぜひ守りに入ら

ず攻めの姿勢で、切れ目のない観光客の誘致に取り組んでいただく

ようによろしくお願いします。

さて上町から牧野公園にかけては、上町のまち歩きガイドと牧野

公園ガイドがありますが、そのツアーの、令和４年、５年の利用者

数について教えてください。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

すいません。ガイドのですね、利用者数につきましては、現在す

いません、ちょっと手元に資料がございませんので、また後ほどま

たご説明させてください。

２番（岡林哲司君）

はい。牧野公園を訪れる方、上町訪れる方が大変、今年は多くご

ざいました。牧野公園の草花ガイド以外に、らんまんに合わせて牧

野博士の聖地を歩くコースというのも作られております。

そちらは牧野公園のガイドさんとは組織的にも別のグループには

なりますが、今後佐川町を訪れる方に向かって情報発信をしていく

という意味でも、加茂地区のバイカオウレンと、昨日もありました

が、西山地区のバイカオウレンの案内も含め、観光協会の方でしっ

かりとＰＲをし、申し込みへのつなぎや事務部分を何かしら負担す

ることで、それぞれガイドに集中していただくというようなことが

できるかと思いますが、この辺の観光協会との連携状況については
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どうなっておりますでしょうか。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい。現在ですね、牧野公園周辺につきましては草花ガイドとい

うものを育成して、牧野公園の案内等をさせていただいているとこ

ろでございます。

加茂地区に限ってですが、加茂「区の方はですね、集落活動セン

ターの方で取り組みの方をしていただいておりまして、現在そちら

の方でですねガイド業務を担っていただいております。

一部ですね、やっぱりお客さんが多くなるということが想定され

ておりまして、ガイドさんが足りなくなった場合、こうしたときに、

その連携ができないかというようなお話の打診もあっておりますの

で、そちらにつきましては、現在の加茂集落活動センターの方で加

茂の里づくりの会の方のですね、状況としっかり連携を図りながら

ですね状況を見て連携できるところはしっかり連携していきたいと

いうふうに考えております。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい。連携の要請もあったということで、せっかくできたガイド

のグループですので、観光協会がしっかりとそれを結び、佐川町を

訪れる方々が最初に見るであろう観光協会のホームページ等でです

ね、佐川町内のイベントの窓口としてしっかりとそれが機能し、相

互に助け合える形が理想だと思います。

有償の草花ガイドが生業としてきっちりと成り立てば、仕事の一

つとして若い人の取り組みにもなりますし、もしくは年金で暮らさ

れている方がですね、楽しみながら取り組める活動として成立させ

るということもありだと思います。そこで担当課にお伺いします。

牧野公園のガイドに、ガイドで出た場合の報酬はどのようになっ

てますでしょうか。また今後もそのシステムで継続ができそうかど

うかの部分もあわせてご答弁お願いします。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい、お答えいたします。牧野公園での草花ガイドの利用者の料

金につきましては、10 人までの人グループが３千円というふうにな

りまして、あと 1 人追加することにですね、100 円追加と。これはく

ろがねの会の町歩きガイドの方に、料金の方合わせているところで

ございます。

本年度につきましては、売店棟の方にですね、このガイドを配置
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しまして、飛び込みのお客さんにも対応できるよう、事業を進めて

いるところですが、人件費の方もかなり必要となってきております

ので、来年度につきましては、今観光協会と話を進めておりますが、

予約があった時に、ガイドさんを配置するのか、または観光協会で、

そうした人員を普段の仕事で使いながらですね、該当の業務の時に

そちらに移すのか、その辺につきましては現在、協議を進めている

ところです。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい。ぜひ継続できる仕組みとして作っていただきたいと考えて

おります。ガイドも常に同じことをしゃべるわけではありません。

お客様の質問に答えられるだけのある程度の知識も必要ですし、継

続的に知識を高めて将来に向けてガイドを続けていくには、研修な

ども必要だと思います。

関わる人がしっかりと生活をし、楽しみながらガイド業を続けて

いけるような組織づくりを、今一度、観光協会やガイドのグループ

など現場の方とも意見を出し合って、続けていける料金設定、制度

設計ができるよう、担当課も積極的にサポートいただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。

続きましてブラジル移民の父、水野龍氏の顕彰をというテーマで

す。らんまんの放送も終わりまして、少しずつらんまん効果による

観光客も落ち着きを見せているように見えます。

そこで佐川町として、牧野富太郎博士とも交流のあった水野龍氏

の顕彰事業への取り組みを再びやってはいかがでしょうか。顕彰事

業とは言いましたが、平成 30 年度に 岡町長が青山文庫の館長され

ておりました時に、ブラジル移民の父水野龍というタイトルの冊子

も青山文庫が発行されております。

私の趣旨としましては、現地との交流や移民で渡った方との子孫

の方との交流などを通じて、観光や農業や商業の盛り上げにつなが

ればということでの質問となります。

本年７月に高知県訪問団がブラジルで行われました、移民事業 115

周年並びにブラジル高知県人会創立 70 周年記念式典に出席をされ

ております。このことを佐川町はご存知でしたでしょうか。

町長（ 岡雄司君）

ご質問にお答えさせていただきます。県議団の方がですね、行っ

たというのは承知をしておりました。それと西森ルイスさん、弘志
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さんの方も何回か高知の方に来られておりますので、その方とも対

談をさせていただきたりですね、食事をさせていただいたこともあ

ります。

国会、ブラジルの国会議員の方なんですが、ぜひおいでて欲しい

ということで、県議団の方が行くときにですね、ちょっと一緒に行

かんかえという話はありましたが、予算的にもなかなかなかったの

で、なかなかその議会の方にも報告はしてなかったので、ちょっと

今回はいきませんでしたが、ぜひということで、また数年後に訪問

したいということも言っておられましたので、その時はぜひ、訪問

していきたいなと思ってます。よろしくお願いします。

２番（岡林哲司君）

ありがとうございます。一応お声かけはあったけど、予算的にい

けなかったということで地球の裏側であるブラジル、なかなか行く

のに経費もかかると思いますが、以前は水野龍さんの息子さんであ

ります、水野龍三郎さんに佐川町に来ていただいて式典をやったり

ですとか、お孫さんのジョナタンさんが高知ファイティングドック

スで野球をプレーされてたこともございました。そんな中でそうい

った事業にブラジル移民の父と言われる水野龍氏の故郷である佐川

町から、やっぱり 1 人も参加できないというような状況はちょっと

非常に残念だと思います。

ブラジルには世界最大規模の日系社会があり、周辺のアルゼンチ

ンやパラグアイにも高知県から多くの移民が渡っております。

高知県議会の９月定例会におきまして、その訪問団の県議さんに

よる質問の回答として濵田知事はぜひ、次は式典に参加をしたいと

いうふうにおっしゃっております。この次というのは、次の 120 周

年の式典、つまり 2028 年を指すものだというふうに思われます。そ

の際には、各市町村にも訪問団への参加を求めていく、日系人も三

世以降になり、今後の交流のあり方などを踏まえてしっかりと交流

を深めていきたいというふうに知事も答弁されておりますので、佐

川町として、ぜひ次回、2028 年の波にはしっかりと乗って、町長に

も行っていただけるように、今からしっかりと水野龍氏の顕彰も含

めてですね、北海道の常呂町に渡った方々と同じように佐川町から

南米に渡った方々の子孫とも交流を図っていくべきだというふうに

思いますが、担当課のお考えをお聞かせください。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）
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はい、お答えいたします。この佐川町の偉人の 1 人であります水

野龍氏の顕彰につきましては、近年では青山文庫での巡回展や特別

展の実施、先程申し上げました図録の発行などを行って参りました。

また平成 30 年には高知県国際交流課、あと公益財団法人高知県国

際交流協会との協働で、「南国土佐を後にして」と「海を渡った『い

ごっそう』」と題した巡回展を桜座さんの方で実施の方もいたしまし

た。また現在ではサカワークにも掲載をしておりまして、小学三、

四年生で学習の方もしているところでございます。

また今後におきましても、牧野博士をはじめとした沢山いる佐川

町の偉人とともに、顕彰の方は続けてまいりたいというふうに考え

ております。以上です。

２番（岡林哲司君）

ありがとうございます。教育方面も含めまして様々、水野龍氏の

顕彰事業はやっていただいてるということであります。私の自宅の

すぐ近くにですね、水野龍氏のこの生家跡の記念碑というか記念の

碑の表示がありまして、その表示なんかももうちょっと年月がたっ

て朽ちて上の方が欠けてないというような状況にもなっております

ので、その辺もこれはひょっとしたら教育委員会のあれになるかも

しれないですけど、引き続きもしそのブラジルから移住者の関係者

が来られたときに、残念な気持ちにならないように記念碑のあたり

のきれいに保っていただくようなこともやっていただきたいと思い

ます。

水野龍といえばですね、銀座カフェーパウリスタの創始者で日本

にブラジルコーヒーを持ってきて広めた方でもあります。また、牧

野富太郎博士とは、年齢も３歳差と近く、交流関係もあり、記録の

中にはお互い進む道は、違いを必ず成し遂げようというような一文

も見られます。そしてこの時代におかれては、お２人とも 90 歳を超

えてご長寿でもありました。

佐川町として牧野富太郎博士と、水野龍氏へのリスペクトという

こともあります、高知県からブラジルに渡った人々の子孫とも交流

をし、例えばその中からですね、道の駅にブラジルに関連する品物

を向こうに現地の方から仕入れて販売するということも考えられる

と思うんですけれども、これは道の駅の運営のことにもなりますの

で財団法人の代表理事である副町長にお答えをお願いしたいと思い

ます。
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副町長（田村正和君）

お答えさせていただきます。ブラジルに関係のある物品をと、道

の駅にということですので、今日ご提案いただいたことはここで販

売するとかせんとかではなくてですね、道の駅に帰って、駅長には

しっかり相談をして検討したいと思います。よろしくお願いします。

２番（岡林哲司君）

ありがとうございます。ぜひ検討していただきたいと思います。

大きなことを成し遂げ、それぞれご長寿だった２人にあやかり、

まきのさんの道の駅佐川も長く人々に愛され、利用されるよう進め

ていただきたいと思います。

先程町長からの答弁でもありましたが、佐川町に縁のある方が、

今ブラジルで国会議員として活動もされておりまして、時々高知県

に訪問をしていただいております。そういう流れからもですね、し

っかり佐川町も関わっていって、この県のやる事業の流れに積極的

に参加をいただくよう、町長にも重ねて御礼お願いをしたいと思い

ます。よろしくお願いします。

続きまして飼い主のいない猫の不妊去勢手術費用の補助について

伺います。

９月の定例会において、飼い主のいない猫の避妊や去勢を住民の

方が自費で行っているということをお伝えしました。佐川町も独自

の補助制度を作っていただきたいという趣旨の質問をしました。担

当課には、前向きなご答弁をいただき、その後来年度の予算化に向

け計画ができているのかどうか、今現在の状況をお聞かせください。

町民課長（山本壽史君）

はい、岡林議員のご質問にお答えいたします。

９月議会の答弁以降ですね、町民課の方で検討を行いまして、野

良猫の不妊去勢手術の助成についてはですね、不幸な猫を増やさな

いこと、また地域の生活環境への配慮という観点などからも考えま

して、令和６年度から事業開始に向け予算要求を行っているところ

でございます。

なお制度の詳細については現在検討中でございますが、飼い猫及

び飼い主のない猫いわゆる野良猫を対象として考えております。そ

して補助の対応、補助につきましては、猫 1 匹当たり５千円を上限

に補助を行う方向で、今検討を進めているところでございます。以

上です。
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２番（岡林哲司君）

町民課の方でも前向きに計画を進めていただいているということ

で、ありがとうございます。

高知県が設定してます補助金の方が、雌猫に対しての 1 万円の補

助等、そういう制度をしっかりと作っている自治体に向けては、雄

猫の去勢の方にも５千円の補助が出ているというふうに聞いており

ます。それと一緒に合わせてということで、それでもやはり多少足

が出るような状況で住民の方もやっぱり地域の自分事としてとらえ

て活動していただいてる皆さんがおりますので、しっかりとこの制

度化の方よろしくお願いいたします。

どうしても暖かくなると、野良の動物たちの繁殖活動も活発化さ

れます。なるだけ早期に実現をし、住民の方の負担が少しでも軽く

なるようにしっかりとした制度化が必要ですので、よろしくお願い

いたします。そしてその制度と同時にですね、動物の遺棄が少しで

も減るように、動物の遺棄というのが罪の重い犯罪だということを

一緒に今、広報の方でもし、していただいてますけれども、続けて

周知の活動の方もよろしくお願いいたします。休憩願います。

議長（松浦隆起君）

休憩します。

休憩 午前 11 時 47 分

再開 午前 11 時 49 分

休憩前に引き続き会議を開きます。

ここで食事のため、１時 30 分まで休憩します。

休憩 午前 11 時 49 分

再開 午後１時 30 分

休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、岡林哲司君の質問を続けます。

２番（岡林哲司君）

お昼の休憩を挟みまして、眠気も出てくる時間かもしれませんが、

まだまだちょっと文章が残ってまして、急いでいきますので、ぜひ

よろしくお願いします。
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それでは続いての質問に移ります。少子化対策と子育てを取り巻

く環境についてというテーマで質問させていただきます。大変幅広

いテーマですが、まず少子化対策と保育環境についてお伺いをさせ

ていただきます。

本年、町内でゼロ歳児のお子さんを保育園が満員で預けられず、

仕事への復帰に支障が出そうで困っているという相談を住民のお母

さんから受けました。

町として少子化対策に取り組み、子を産み育てやすい町を目指し

ているにもかかわらず、せっかく生まれた命ですね、保育園に預か

ってもらえないとなると、最悪の場合待機児童として家族ごと町外

に転出されるということにもなりかねません。そこで担当課長にお

伺いします。このような状況はなぜ起こっているのでしょうか。ま

た、どういった改善策がとられているのでしょうか。お願いします。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

岡林議員のご質問にお答えをさしていただきます。

この町内の保育所の受け入れにの、状況につきましてご説明をさ

せていただきます。近年はですね佐川町に限らず、全国的にと言っ

てもいいと思いますが、保育士さんの不足というものが言われてお

ります。佐川町におきましても、近年保育士が不足をしておりまし

て、毎年ですね、４月のスタート時におきましては、それぞれの保

育園、保育所において受け入れの児童数に見合ったですね、配置基

準を満たす保育士の配置ということを、それぞれの保育士さん、保

育所さんが行っておりますが、それにも四苦八苦をしてですね、本

当に奔走して解消というか、４月の解消、年度始めを迎えるという

ことになっております。

そういったところで、今年度ですね、先程議員おっしゃっていた

だきましたような、特にですね、ゼロ歳児、乳児の赤ちゃんが受入

れるっていうことが年度途中から夏場ぐらいからですね、できない

状況になってきております。このゼロ歳児の受け入れにつきまして

は、やはり保護者の方がですね、会社から復旧される、育休から復

帰をされるというタイミングの中で、必ずしも年度始めから受入れ

るのではなくてですね、年度の途中からお預けをするという形の方

が多いのでございます。

そういったところで、それぞれの保育所の方がですね、余裕があ

れば、年度途中から受け入れができるということでありますが、近
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年はそういった、先程ご説明した状況でありまして、３人、子供さ

ん３人に１人という乳児の配置基準。そういう厳しさもありますが、

そういったところで、なかなか今年、今年度に限ってはですね、そ

ういったケースが残念ながら出てきたと。調整が難しかったという

ところがあります。

こういった対策につきましては、町内、公立私立合わせて７園あ

りますけれども、常々この近年、保育士の確保についての協議は話

出ておりますけれども、抜本的な対策であるとか、いうところがな

かなか解決ができない、見いだせないというような状況の中で、や

はり年々毎年毎年ですね、各保育園の方がそれぞれの人脈を使って

福祉の確保に当たっているというようなことが変わっていない現状

でございます。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい、今の現状についてのご説明をいただきました。どういった

改善策がとられているかっていうところの点をもう一度お願いしま

す。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさしていただきます。改善策につきましてはこれは国の

方もですね、保育士の確保ということで、賃金アップ、対応、処遇改

善ということで、国の補助金もあると。それから町の方は、例えば

会計年度任用職員についてはですね、会計年度任用職員の職にきち

っと当てはめて募集をかけたり、それからハローワークに出したり

ということでそれぞれ募集をかけているところでございます。以上

です。

２番（岡林哲司君）

はい、ありがとうございます。そこで担当課、分野を担当する課

長として主観的でも構いませんので、それで募集をしても、やっぱ

りなかなか来ないっていうところの原因というか、そういうのも思

うところがあれば、お願いします。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさしていただきます。これはなかなか色々あると思うん

ですけれども、まず待遇の問題。賃金含めてですね、それから保育

現場におきましては、やはり公立私立合わせて、非常に先程の教員

の話ではないですけれども、忙しい、休みが取れないといったとこ

ろがあると思います。それからこれは感想といいますかですね、私
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自身の感じのところではありますが、やはり昨今ですね、保育所の

虐待問題であったりとか、子供さんに対するそういった報道、そう

いったところのですね、大々的にメディアで中にですね取り上げら

れたりというケースがあったと思いますが、そういったところで保

育士を目指すっていう方々が少なくなりはしないかというな危惧も

持ってですね、そういったところもですね、背景にあるのではない

かなというふうにも感じております。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい。なかなか答えにくい部分もあったかと思いますけれども、

ありがとうございます。賃金待遇の問題、そしてなかなか休みが取

れない。また保護者の対応などのその現場の対応と、あとメディア

に何かあった時にメディア出たりするリスクと、非常になかなか人

員不足を解消するのには難しいハードルがたくさんあるようにも感

じます。

高知県議会の９月定例会でも、複数の議員から少子化対策につい

ての質問がありました。その中で、去年令和４年度の高知県の年間

出生数が、人口動態統計月報年計で 3,721 人と、全国で最低であっ

たということが言われております。そして逆にですね、男性の家事

育児への参加率は全国で一位と、いうことが提示されまして、高知

県の共働きの社会構造ですね、これがはっきりと示されたわけです。

それに合った支援策と、若い女性が働きやすくなるような施策と

いうものが、知事に対して県に対して求められました。濵田知事か

らは、一つ目に、若年層の女性の流出を止める。二つ目、女性が働き

やすい環境を作る企業に後押しをする制度を作る。三つ目、経済的

負担を軽減する。四つ目、住民参加型の子育て支援をする。五つ目、

保育の充実など、安心して子育てができる高知県を目指していくと

いう心強い答弁がありました。

特に２番目の女性が働きやすい環境を作る企業に後押しをする制

度を作るということで、これはある意味預けられない場合には、手

当の、出る職場として手当を出したりとかする、育休の期間の延長

やその期間の経済的な支援などができるのではないかと思いますが、

このこの辺りについて担当課の課長のご意見をお聞かせください。

健康福祉課長（岡﨑省治君）

お答えをさせていただきます。高知県としてですね、様々な少子

化対策、そういった子供の預けれるような環境づくりというところ
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のでですね、積極的に対応していただくというようなご答弁があっ

たということについては、町としてもですね、大変心強いというふ

うに思います。そういったところを具体的にですね、高知県として

制度化色々なものがあればですね、町としても連携をさせていただ

きながら、町としてできるものがあればですね、一緒にですね、子

育てしやすい環境づくりということで対応してまいりたいというふ

うに思います。

２番（岡林哲司君）

はい。ありがとうございます。佐川町としてもですね、ぜひ県政

と足並みをそろえて子供を産み育てやすい環境整備をぜひ目指して

取り組んでいただきたいというふうに思います。少子化対策にも予

算が書かれていると思います。せっかくこうして生まれてきた命が

ですね、保育環境がないということで町外に転出ということになれ

ば、もうこの少子化対策に使った予算っていうものも、町として矛

盾が生じることになりますので、濵田知事も前向きな答弁をしてい

ただいてますので、しっかりと県と連携をとって、また国にもです

ね、Ｗｉ－Ｆｉができる働きかけで、保育士の待遇の改善というも

のもこれから訴えていかなければならないなというふうに感じたと

ころです。ありがとうございます。

続いて、子供と教職員の健康的な学校環境についてというテーマ

で質問させていただきます。昨日の橋元議員と本日の齋藤議員の質

問でもありました通り、子供たちの授業時数も多く教職員の残業も

多いということで、授業時数については本年９月 21 日に高知県の教

育長より、各自治体の教育長へ通知が出るように、しっかりとした

先生の働き方改革に、取り組んでいただきたいと思います。

私の方からは、免許外教科担当制担任制度に関することを聞かさ

していただきたいと思います。令和３年時点で高知県内 108 の公立

中学校のうち、美術科の教諭が配置されている学校は 48 校というこ

とでした。現在の佐川町の現状を教えてください。

教育長（濵田陽治君）

はい、お答えをいたします。免許外という概念はですね、中学校

ですよね。免許によって授業しますので。その場合にですね、佐川

中学校には美術科の教員は配置されております。尾川中学校、尾川

小中学校なんですけども、中学校の部分については、美術科の教員

は配置されておりません。
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２番（岡林哲司君）

はい。佐川中学校には美術科の先生が配置をされているというこ

とで少し安心をしました。ただ尾川中学校はいらっしゃらないとい

うことで、免許外の免許外教科担任の方が教えられているというこ

とになると思いますが、例えば週に 1 度とかいう美術の授業ですの

で、佐川中学校の美術の先生が尾川中学校に行って美術の教科だけ

でも教鞭をとっていただくということができれば、美術の選考で学

ばれている先生に教えていただくこともできますし、子供たちの情

操教育にも役立ちます。

更に専門外のことを教えなければならない普段、美術の教科を担

任されている先生の負担も少し軽くなるのではないでしょうか。こ

の点について教育委員会の考えを、伺います。

教育長（濵田陽治君）

はい。尾川中学校では美術だけではなくてですね、美術・技術・家

庭科で教員が臨時の免許を受けて免許外で指導をしておるというこ

とです。このような場合に町内の複数学校で兼務し免許を持ってい

る教員が指導できるようにするということは可能です。

小学校の事例ですけど、佐川小学校の音楽の専科教員が斗賀野小

学校の音楽授業の専科教員を兼務したというような事例があります。

免許を持った教員に越したことないわけですから、そのようなこと

は可能であればやっていくということです。ただしですね、配置さ

れた人員と校内の体制によってですね、可能ということになります。

以上です。

２番（岡林哲司君）

はい。可能性の部分で言うと可能性があるというような話でした。

なかなか人員配置が厳しい中だと思いますが、教育長も声楽をずっ

とされてるということで、やはりその専門分野の方に教えていただ

くというのが子供たちにとっても有益だと思いますので、可能な範

囲でご配慮いただけたらと思います。

また、小学校においてですね、高い確率で音楽の先生が、いらっ

しゃると思います。全国的にも例は少ないですけれども、東京の方

ですとか、美術の先生を置いているという小学校もあります。

地域の特色を出した教育、情操教育、先生の働き方改革など、様々

な面でメリットがあるというふうに思うんですけれども、例えば佐

川町として小学校への美術科の資格を持った先生の配置というのは
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例えば時間講師等でも構いませんがこれは可能でしょうか。

教育長（濵田陽治君）

はい。町でですね、単独で教員を配置するということはなかなか

これ、実際上困難です。先だってのご答弁で申し上げた通りです。

ただしですね、その授業というのは計画をして授業を実施して評

価するという一連の流れで完結して授業となりますので、その中で

ですね、美術とか書道とかですね、そういったことについて、音楽

の一分野なんかでもそうですけれども、堪能な方にですね、支援を

していただくということは十分考えられると思います。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい。今現在様々な方に学校に入っていただいて地域の方が授業

の支援をしていただいたりもあるというふうに聞いております。私

も時々ですね、佐川中学校の技術の時間などに手伝いに行ったりす

ることもあるんですけれども、この高知県全域で学校の先生が足り

てないという状況で、単独でやるのは難しいということなんですけ

れども、芸術分野に関して言うと、やはり専門的な知識を持った方

に教えていただくというのは非常に子供たちにとっても有益だと思

います。

これが実現できれば、小学校の担任の先生も授業の準備にかかる

時間なども少なくなり、働き方改革にも役立つと思いますし、これ

に限らず、教師も子供も子供が、すいません、これに限らず、教師も

子供も心が、豊かに生活できる学校になるよう、授業時間の標準化

と先生方の残業時間の縮小というのも課題だと思います。

佐川町では様々な問題に、保護者や住民の方とも協力し、しっか

りと取り組んでいただいているということが、今回の議会の他の議

員さんの質問でもわかりました。今後も引き続き、こういった提案

をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

最後に 1 点だけ申し上げさせていただきたいんですけれども、本

日齋藤議員の質問に対して教育長が子供の授業を準備するのに、こ

れを惜しむ、この時間を惜しむ教師はいないというお話でした。

教育に長いこと関わってこられてこういう教職員の気持ちがある

というのも実際に現場の先生方と話していても、それは本当に感じ

ます。ただ、こういった方々の気持ちをですね、健康的に管理をす

るというのが、これがマネジメントの仕事だと思いますので、その

点は踏まえて、次年度の計画、事業計画っていうのをしていただく
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ようにお願いをして、この質問は閉じたいと思います。

次の部分で続いて道の駅、おもちゃ美術館、遊具公園についてと

いうテーマでの質問に移りたいと思います。

まず最初に、佐川町の特産物の継続的な開発計画について伺いま

す。道の駅のオープンまでは、様々な特産物の開発講座や様々な補

助がありましたが、道の駅がオープンして、今現在はどうなってい

るかをお聞かせください。また、来年度以降新たな特産物の開発計

画などがあれば教えてください。

産業振興課長（下八川久夫君）

お答えいたします。特産品の開発につきましては、道の駅の開業

に向けて、令和２年度から令和４年度の３年間で実施をしていきま

した。その間に実績としては令和２年度に５件、令和３年に９件、

令和４年度に５件の商品開発があります。

ただ現状では、こういった商品開発の事業というところは行って

いないというところがございます。一定の効果はありましたが、一

方で、商品開発に関わってくださる生産者や事業者の方の固定化等

も見受けられましたので、現在はしていないという状況です。

今後につきましては、地域の皆様からまた強い要望がございまし

たら、商品開発に関する予算化も含めて検討していきたいと考えて

おります。ただ町の支援が現在ない状況ではございますが、県のア

ドバイザー制度の事業等もございますので、その農家の方がやりた

いのか、商店街の方がやりたいのかによって使えるような事業って

のはそれぞれ異なってくるとは思いますが、関係機関と連携をして

できる対応というところはしていきたいと考えております。以上で

す。

２番（岡林哲司君）

はい、ありがとうございます。今現在はないということですけれ

ども、先程下八川課長もおっしゃっていただいたように、様々な県

の制度、これを取り入れるということもこれからできると思います。

せっかく道の駅がオープンし今であれば、市場調査、いわゆるマ

ーケティングを同時にしながらっていう商品開発が可能な状況にな

っていると思います。現在でも、佐川町産の商品数としては、当初

の予定からは随分と足りていないというふうに思いますし、今後も

っともっと沢山の佐川町産の特産物を開発し販売していかなければ、

商品ラインナップにも厚みも出ず、お客様に繰り返し来ていただけ
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るだけの道の駅にはならない、ならないのではないかというふうに

危惧をしております。ぜひ、継続的に商品開発に取り組み、今日よ

りも明日、今月より来月、そして今年より来年、沢山の人に来てい

ただける佐川町目指して取り組んでいただきたいというふうに思い

ます。よろしくお願いします。

次に、営業開始後に発覚した、構造上の非合理部分についてとい

うテーマです。道の駅のオープンより約半年が経ち、実際に建物を

使ってみて、お客さんや中で働く人たちが感じる不便な部分や、直

した方が良いと思われる部分についての声を聞きましたので、その

点についてお伺いします。

まず、夏場にオープンした道の駅で夏場の日差しの対策はされて

おりますが、季節は冬に変わり、日光の入射角が変わったことによ

り、再び商品に日が差し込んでいるというような状況が発生してお

ります。これに対応するためには、天井に一番近いところにある窓

に遮光の対策をする必要があります。

二つ目、私自身も道の駅にて感じるところではありますが、お客

様の中で働く人から聞く声として、物販部分の照明の暗さ。店内の

明るさが暗いんじゃないかというような声が上がっております。

天井についている照明のレールがあるのですが、メインのちょっ

と直線上になってるメインのレジカウンターの上に照明のレールが

ない、ですとか、上に蓋がある中に入ってるテナント店舗の部分の

上にはレールがあるというようなことも、発生しております。天井

の高さが高すぎることからですね、レールに直接さわることが難し

いということもありますが、簡単に棚替をしたときに、簡単に照明

の向きは変えられないなどの不便もあるというようなことも、現場

から聞こえました。

三つ目。イートインスペースの不足というのもよく聞くんですけ

れども、店内で販売をしているアイスクリームやソフトクリームや

コーヒーなどを食べながら飲食しながら商品を見るお客さんがいて

ですね、商品にアイスが垂れていたりですとか、しきにされていた

りですとか、また床がコンクリートの打ちっ放しなんですけれども、

そこにアイスクリームやコーヒーが染みになって残っていたりして

いるようです。運営側は掃除をするようですが、コンクリートの打

ちっ放しに油分が染み込んでいるのでなかなか取りにくいというよ

うなこともあります。今後のことが心配されておりました。
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アイスクリームの染みなどは、お客様のマナーの部分もあるんで

すけれども、どうしても物販の部分の中心地にもその販売をする場

所があるということで、この動線というものもしっかり確保するこ

と、また、そういったマナー啓発の掲示なども必要かと思われます。

四つ目、おもちゃ美術館についてですけれども、新たにＤＩＹ工

房の設置ということで、いよいよスタッフの休憩場所やスタッフ用

のロッカーなどのスペースが狭くなり、スタッフの方もボランティ

アの方に申しわけないというふうな声も聞きました。

更にそのＤＩＹの機器の設置ということでですね、実際発明ラボ

を利用されたことがあると思いますけれども、レーザーカッターの

機械を使うと、集塵機を置いていたとしても、大変煙の臭いが強く

出ます。それが遮蔽物がないところで使えますと、おもちゃ美術館

の中全体にその木を焼いたような、煙の臭いが広がる可能性もある

なというふうに心配しております。

そしてやはり一番、おもちゃ美術館について多くお客様の声で聞

くのが、トイレの問題と授乳室との動線の問題、そしてそのお客様

用に置かれているロッカーに、土足で靴を履いてじゃないといけな

いということでなかなか不便があると、母親側からの目線が足りて

ないんじゃないかというような声が複数聞いておりますので、こう

いった様々な道の駅に対する現場、もしくはそのお客さんからの声

っていうのはしっかり届いているのでしょうか。担当課にお伺いし

ます。

産業振興課長（下八川久夫君）

はい、お答えさせていただきます。道の駅につきましては、営業

を開始してから、色々なことがございます。色々なことがございま

して、設備的な不具合のような部分もございました。

こういったところについては、運営側との話の中で駅長から担当

課との相談の中でいろいろ改善をしてきた事項もございます。

ただ先程議員がおっしゃられた内容については、正式に担当課ま

で上がってきてないような事案もございますが、そういった、特に

おもちゃ美術館についてはそういった声が館長等から上がっている

ということは認識をしております。抜本的に改善というところは難

しい部分もあるかとは思いますが、運用していく中で最善の方法に

ついては、今後も運用してくれている財団法人幸せづくり佐川と一

緒になってより良くなる方法の中で町が改善をしていくものなのか、
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または運営側として改善をしていくものなのかを整理をしながら、

より良い方向に改善していけたらと思っておりますのでよろしくお

願いいたします。

２番（岡林哲司君）

はい、ありがとうございます。より良い方向に改善をしていって

いただけるということで、ぜひそういった取り組みをお願いしたい

と思います。こういった現場の声が、誰がいつ言ったのか、そして

聞いたのか、そういうことが積み重なっていかなければ、より良い

道の駅というふうにはなっていかないと思います。

田村副町長は財団法人の代表理事としてですね、財団法人側の意

見をしっかりと取りまとめをし、しっかりと記録に残して必要なこ

とは財団法人の長としてしっかりと佐川町と交渉する役割を果たさ

なければならないと思いますが、副町長その辺りいかがでしょうか。

副町長（田村正和君）

はい、。ご質問にお答えをさせてもらいます。財団法人の長という

ことですけども色んな意見が職員の方からもお客さんの方からもあ

ると思います。ただ、まずは道の駅の運営する側として、駅長を中

心にですね、そういった話をする場も設けるというのは非常に重要

なことであろうと考えております。

道の駅オープンするまでは職員も定期的な会議もできてましたけ

ども、ちょっと今、職員の間同士の調整であるとか、そういったこ

とでできてない部分もありますので、駅長にはですね、職員、主要

なメンバーをそろえて参って、定期的な会議をして記録をして、そ

れからまた町とも協議をしましょうというような話は検討したいと

思います。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい。前向きにご答弁いただきありがとうございます。

私たち議員としましても、道の駅の運営のことに関しては財団法

人そして設備等、施設や設備のことに関しては担当課に聞くという、

この部分をはっきりさせておく必要があると思います。

財団法人としては、先程も副町長がおっしゃいましたけれども、

毎月施設内の各店舗の責任者と介助するなどして、しっかり現場の

声を拾い、改善点など書面でしっかりと担当課に対して通知をする

など、記録にしっかりと残していただき、我々が質問をした時もで

すね、それはいついつこういうふうになってるというのが、すぐ出
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てくるような形にしていただけたらというふうに思います。次に移

ります。

もうすでに平日にはお昼時を外すと車が、天気にもよりますが、

あまり止まっていないような日も、目立つ状況になってきておりま

す。俗語にはなりますけれども、らんまんやオープン特需、らんま

んブーストやオープンブーストと言われるような時期が過ぎてです

ね、これからが道の駅にとって本当に勝負の時になってきてると思

います。継続的に商品開発に努めて修正する部分は修正をしてしっ

かりとリピーターに来ていただけるような施設になるよう改善、改

善をしていただくようにお願いします。すいません。これは前の質

問の最後でした。すいません。申し訳ないです。

続いて道の駅の車中泊利用ということについて伺います。

最近、車中泊を利用して旅行する方が増えております。その中で

車中泊で旅行する方々が利用する情報サイトというのがありまして、

どこどこの道の駅が車中泊をしやすいよというような情報が、イン

ターネット上に出ております。そこに新しいまきのさんの道の駅佐

川がちょっと車中泊しやすい駅として掲載をされているようです。

財団法人の方で 24 時間トイレの管理をされているようですが、車

中泊の方が洗髪をしてですね、排水溝が詰まったりする事例がもう

すでに発生しているようです。この 24 時間トイレの管理に関する費

用は国負担でしょうか、もしくは町負担でしょうか。また道の駅の

車中泊利用に対しての町としての見解があればお聞かせください。

産業振興課長（下八川久夫君）

お答えいたします。24 時間トイレの費用負担につきましては、業

者での対応が必要な場合については、国負担という形になりますが、

それ以外については町負担という形になっております。

また 24 時間利用できるトイレと駐車場につきましては、ドライバ

ーの休息施設として位置付けられた道の駅の基本機能となっており

まして、国土交通省が整備して、所管している場所となっておりま

す。同社のホームページでは車中泊についてはご遠慮くださいとい

うことがありまして、ドライバーの休息施設として仮眠を取ってい

ただくことは可能となっておりますので、このような形、答えにな

るかと思います。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい。業者に依頼をするような修繕や対応などは、国からお金が
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出していただけるということで、この国の国交省の方のホームペー

ジを見ましても、車中泊はご遠慮願いますとははっきり書いてるん

ですけれども、長距離を移動する際に、やっぱり危険があってはだ

めなので、仮眠等は認めますということで、なかなかこの間を判断

するってのは難しい話です。

道の駅によってはキャンプ場が併設されているところもあります

し、車中泊をはっきりお断りしますというふうな表示をしてるとこ

ろもあります。ただ、オープンして以来、担当課とも色々話をして

きた中で国がその保有する部分については、様々なお願いなどの張

り紙をしてもすぐに剥がされたりですとか貼らないようにまず言わ

れるということでなかなかこの辺の管理が難しいとは思いますが、

今後また車中泊が余りにも増えてですね、町としても費用が増加す

るようなことになれば、町としても国交省の方とも調整もしていた

だきたいですし、それぐらい人が来て泊まるということになればそ

れを何かしら車中泊が認めるというのはできないと思いますが、何

かしら販売ですとか、そういうものにつなげていくことも考えてい

かなければならないのかなと思いますが、そのあたりはまた財団法

人の運営の方の話にはなると思いますので、今後、担当課の方でも

そのトイレの状況も観察しながら、物損とかトラブルが起きないよ

うにのご注意をよろしくお願いします。

このテーマの中では最後の項目になります。

現在調整中の遊具公園について伺います。公園のレイアウトや設

置の遊具などを検討する会においても、遊具公園へのトイレの設置

が要望されていたというふうに聞いております。しかし今のところ

図面を見ても、公園内にトイレが設置されるよう数もありませんし、

駐車場の方にもそのような要素がありませんでした。これについて

はどのような計画でしょうか。

産業振興課長（下八川久夫君）

はい。お答えいたします。公園の検討委員会の中でも、トイレの

整備をということでご意見はたくさんいただいておりましたが、そ

の会の中でも町長からもお答えはさせていただいておりますが、現

段階で遊具公園にトイレを整備する予定はございませんので、よろ

しくお願いします。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい遊具公園にトイレを設置する予定はないという、はっきり言
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い切られましたけれども。このインクルーシブの遊具を置いた公園

をつくるということで、車椅子での利用などができる遊具だという

ふうに聞いておりますが、車椅子の方がその遊具場で遊んでいてト

イレに行きたくなったと、なってから最寄りのトイレまでどのよう

にしていくのか、実際に車椅子の方などにそういう距離ですとか、

ここからこの辺、この辺りからあの辺までいかないかんというのを

車椅子で生活される方にヒアリングなどはされているのでしょうか。

産業振興課長（下八川久夫君）

お答えいたします。車椅子利用障害児の親も含めて、まだ細かく

そういったご意見をお伺いしたことはないですけども、トイレ設置

については、当然あった方がいい施設というところは認識はしてお

ります。ですのでそういったインクルーシブ遊具ということで、障

害を持たれた障害のある方の利用も含めて、トイレを作れば維持管

理費というところも必要になってきますので、色々ご意見も伺いな

がら、今後整備が必要ということであれば、検討はしたいと思いま

すが、現時点ではまだ、そこまでいってないというところでご理解

いただき、いただきたいと思います。よろしくお願いします。

２番（岡林哲司君）

はい。ありがとうございます。実際に必要ということであれば設

置を検討していくということで少し前進したのかなというふうに感

じました。それこそ、子供を連れて公園に行って、皆さんも育児の

中で経験したことがあると思いますけれども、子供は結構ぎりぎり

まで、楽しいので遊びます。トイレ行きたいって言った時にはもう

結構もうぎりぎりになってることが多いと思います。

その中で特に車椅子などで生活普段からされてる方は、自分がど

れぐらい時間かかるかっていうの把握はされてると思いますが、そ

れでも、やはり遊具公園のインクルーシブ遊具のところってのは坂

道の下でもありますし、車椅子の状態からですと車に乗せるかもし

くは、一生懸命上り坂をついていくというようなことにもなります

ので、車椅子で生活される方とかの意見もしっかり聞いてですね、

やっぱり必要だというふうに判断した場合には、設置の方を検討し

ていただきたいですし、もう本当に自分の思いからするとまずは仮

設のトイレでも構いませんので、その車椅子でも使えるようなトイ

レをオープン時から、駐車場もしくは公園とか端の方でも構いませ

んので設置をしていただけるよう慎重に検討の方をよろしくお願い
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します。

それでは最後のテーマに移ります。各所で起きている人員不足に

ついて、町としての方向性と、取り組みを伺います。まず初めに、佐

川町として今まで出した募集に対する分野ごとの応募状況や採用の

状況をお聞きします。

特にこの分野の募集が、この分野が募集に対する応募が鈍いです

とか、この分野はすぐに募集が、応募が来てすぐ埋まるというよう

な業種がありましたら、お答え、教えてください。さらに正職員、会

計年度任用職員のフルタイム、パートタイムの募集などによる差異

があればそれもあわせてお答えください。お願いします。

総務課長（片岡和子君）

岡林議員のご質問の方にお答えさせていただきたいと思います。

まず佐川町職員の採用状況についてなんですが、本年度、今年度

につきましては、事務職、土木技術職、社会福祉士、保健師図書館司

書の５職種を募集し、採用試験の方を実施させていただきました。

採用試験の結果、土木技術職以外の職種、４職種におきましては、

ありがたいことに応募の方もございまして、来年度、６年度から、

４月１日から採用する予定となっております。

また、採用者がいなかった、土木技術職とあと担当の方からちょ

っと募集しても、なかなか会計年度任用職員では応募がないのでっ

ていうことで相談がございまして給食センターの調理員さんの方を、

現在募集をさせていただいているところです。

特に土木技術職につきましては何回か募集の方をさせていただい

たんですけれども、応募がない場合もございましたし、応募いただ

いても採用に至らなかったケースもございました。

また、会計年度任用職員の任用につきましては、調理員、保育士

さん、それから放課後児童支援員、共同活動支援員さんにつきまし

ては、募集してもすぐに応募がない状況が続いているということは、

把握をさせていただいております。

すぐに募集すれば埋まる職種っていうのが、最近は事務職でもな

かなか応募がない場合もございまして、採用っていうことが難しく

なってきているのかなあと感じているところでございます。

また、職員とか会計年度任用職員さん分野における差異というこ

とでございますが、やはり会計年度任用職員さんにつきましては、

会計年度っていうところで、雇用契約期間が短いということであっ
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たり、それからやっぱりお給料面でも、正職員に比べますと職種に

よっては低いものもございますので、そういったところで応募がな

い状況もあるのかなあと感じているところでございます。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい、詳細ありがとうございます。土木業界においては、より賃

金の高い方に単純に人が流れているという状況かもしれませんが、

全体的に見てもこれは行政機関に限らず、一般の事業所においても、

ここ最近、募集に対して人が来てくれない、求人広告を出しても人

が集まらないだなどという声を、町内からもたくさん聞くようにな

りました。

先程の子育てに関する質問の中でも、保育士が募集に対して集ま

りにくいと、そういうことで子供の受け入れにも支障が出ていると

いうような状況でございます。この状況を町としてどのようにとら

えて、そしてどのように対策をしていく計画があるのか、教えてく

ださい。

総務課長（片岡和子君）

お答えさせていただきます。人が集まらない要因っていうのは先

程議員がおっしゃられた通りだと思うんですけれども、特に会計年

度任用職員さんにつきましては、処遇の面であったりとか、勤務形

態とそれから希望する条件に合致しないといったようなことが考え

られるとは思うんですけれども、現在、それに対する町としての対

応策はないのが現状でございます。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい。町として具体的な対応策はないということですけれども、

全国的に大都市以外の地域では人口が減少傾向にあり、各地域でこ

のような問題が起きております。その中でも特に中山間に間におい

ては、顕著にこの問題が出ているというふうに把握をしております。

そんな中で例えば周りの自治体が何か新しいことを始めても、こ

れに右へならえの施策を続けていても、なかなか状況っていうのは、

解決できないのではないかというふうに感じております。

そこで何か他がやってないようなことということで、一つ提案を

させていただきたいと思います。佐川町では、多くの地域おこし協

力隊の方々にご活躍をいただいております。日々の活動に感謝をし

ております。私の同級生や世代が近い方々も多くが、町外や県外に、

出ております。その中で佐川町を選んできていただいて、活躍をい
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ただいてる皆さんには本当に感謝しかありません。しかしながら、

この佐川町で生まれ育ち佐川町で働きたい、佐川町で何かをおこし

たいと思う人たちには、この地域おこし協力隊の制度ってのは制度

上使うことができません。

町の財源からなる、会計年度任用職員の一般職の基本的な待遇と、

国からすべて充当される地域おこし協力隊とでは、待遇面でも大き

な違いがございます。私も以前会計年度任用職員として働かせてい

ただいていたので、その辺りをよく知るところでございます。

そこでここからが提案なんですけれども、外から様々な知識や経

験を持った地域おこし協力隊の方がせっかく佐川町に移住し活躍、

生活をしていただいております。町として独自に数名程度を、名称

は仮ですけれども、例えば佐川町地元で頑張り隊として、佐川町出

身者、佐川町に住む佐川町に帰ってきて住むという方を対象に、地

域おこし協力隊と同待遇で雇用し、そして地域おこし協力隊が活躍

する現場で一緒に仕事をしていただいて、同じように３年間という

期間を過ぎて独立をする際には、その独立の応援をするというよう

な制度を作ってみてはいかがでしょうか。

これはやる気のある若者を 1 人でも多く地元に残すことができま

す。そして、地域おこし協力隊の方々との交流を通じて刺激を受け

ます。地域おこし協力隊にとっては地元の若い世代との交流のきっ

かけにもなると思います。そして何より佐川町で働きたい、何かを

おこしたいという地元の若者が、自分たちにもチャンスがあるとい

うふうにポジティブなイメージがいただけます。１名でも２名でも

構いませんので制度化いただくことは可能でしょうか、または、そ

れを検討していただくことは可能でしょうか。担当課の見解をお伺

いします。

まちづくり推進課長（岡田秀和君）

はい、お答えさせていただきます。地域おこし協力隊の制度につ

きましては、こちらの地方創生事業の一環として行われておりまし

て、隊員の活動などを要する費用につきましては、上限の方がござ

いますが、特別交付税措置の方がされております。佐川町出身の方

も、でもですね、対象地域から佐川町の方へ帰ってくるという場合

でありましたら、この対象には該当してくるということになります。

町内の方に対しまして同様の事業ということになりますと、地方

創生事業のまた違った考え方や制度設計の方が必要になるのではな
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いかというふうに考えるところでして、現時点では財政面のことも

含めまして、少し判断難しいのかなというふうに思うところです。

しかしながら県が策定を進めております中山間地間地域の再興ビ

ジョン、これの四つ目の柱にもありますように、仕事を生み出すと

いうことで佐川町含めた、この中産間地域の重要な課題の一つとい

うことにはなっておりますので、この県のビジョンの策定状況、こ

ちらもしっかりとですね、注視していくとともに、岡林議員の提案

のようなそういった事業含めまして若いものが働くことができるよ

うな、そういった環境づくり、ここはしっかりと考えていきたいと

いうふうに考えております。以上です。

２番（岡林哲司君）

はい。今現在では財政的に厳しい部分があるということでしたけ

れども、先程岡田課長もおっしゃっていただいたように、濵田知事

もこの中山間再興ビジョンの柱として四つ目に掲げている、その新

しい仕事を生み出すという部分と、あと高知県議会の９月定例会に

おいても濵田知事の答弁として、若年層が高知に残って働ける環境

づくりに取り組むというようなこともありました。

県も前向きに進んでいくとして、それでも本日田村議員からもこ

の中山間再興ビジョンについての質問がありましたが、手を挙げな

ければその制度も利用できないということで、まだ今の時点では骨

子なので、手を挙げにくいところがあるかと思います。その中身が

わかって佐川町として出来るという部分で、少しでも可能性があれ

ば、また検討していただければいただければというふうに思います。

岡町長は当選時にですね、オール佐川で頑張ると。そしてでき

ない理由を探すのではなく、できる方法を探す。努力をするという

ふうなこともおっしゃっておりましたし、佐川の若者が外に出なく

ても、地元で独立を目指して頑張れる環境づくりっていうのをぜひ

前向きに検討いただきたいと思いますが、町長そのあたりいかがで

しょうか。

町長（ 岡雄司君）

すいません、ちょっとお昼がここで、岡林議員のご質問にお答え

をさせていただきます。

色々と岡林議員のご質問の中にもありましたが、公務員募集して

もですね、今本当に募集を、昔と比べて少ないのが現状でございま

す。特にですね、民間の方も働き方改革によりまして、完全に同様
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に土日が休みでありますとかやっぱり公務員と比べると、もう給料

の方も高い状況があると思いますので、やっぱりそっちの方に流れ

ていくんじゃないかなと思っております。

私の友達の子供さんたちもですね、やはり都会に残ったりですね、

やっぱり待遇面が全然違うということは聞いております。町として

ですね、特別にその待遇を良うするということはなかなかね、近隣

の市町村ともありますので、そういったところはちょっと財政的に

無理もありますけど、今後はそういったところで取り組みを国も要

望していかなければならないとは思っております。

募集されても少ないという保育の問題もありますので、保育所、

そういったところは、中山間地域にとって大変重要なことではない

かと考えております。はい。以上でございます。

２番（岡林哲司君）

はい。ありがとうございました。なかなか町職としてもなかなか

募集しても人も集まりにくいっていうような状況が起きている中で、

その中でも、やはり我々はこの佐川町を何とか盛り上げていくとい

うのが使命だと思いますので、私もまだまだ勉強が足りないことも

ありますし、提案させていただく中でそれは制度的に無理やという

ようなことも多々あると思いますが、引き続き外の情報ですね、で

きるだけしっかりとアンテナを張って捉えて、そしてこれが町にと

って、良い、良いのではないかというような提案がありましたら、

どんどんさせていただきたいと思いますので、ぜひ前向きに検討し

ていただけたらと思います。

かなり走り走りなんてちょっと聞きづらいところもあったかと思

いますけれども、本定例会で私が予定しておりました質問を、以上

で終わりたいと思います。ありがとうございました。

議長（松浦隆起君）

以上で、２番、岡林哲司君の一般質問を終わります。

これで、今定例会に通告がありました、すべての一般質問を終了

します。

以上で本日の日程は全部終了しました。

次の会議を 14 日の午前９時とします。

本日はこれで散会します。

散会 午後２時 22 分
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